
１４
日
に
告
示
（
３１
日
投
・

開
票
）
さ
れ
る
東
京
都
知
事

選
挙
に
、
在
特
会
（
在
日
特

権
を
許
さ
な
い
市
民
の
会
）

の
元
会
長
・
桜
井
誠
氏
が
出

馬
を
表
明
し
た
こ
と
に
対

し
、
民
団
団
員
ら
在
日
同
胞

は
「
公
職
選
挙
の
場
を
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
の
芝
居
小
屋
に

貶
め
る
も
の
」
と
猛
烈
に
反

発
し
て
い
る
。

桜
井
氏
は
６
月
２９
日
に
都

庁
で
開
い
た
記
者
会
見
で

「
在
日
外
国
人
へ
の
生
活
保

護
支
給
停
止
」
「
反
日
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
禁
止
条
例
制

定
」
な
ど
を
公
約
に
掲
げ
、

「
地
方
自
治
体
は
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
対
策
法
に
の
っ
と

り
、
そ
れ
に
応
じ
た
施
策
を

行
う
義
務
が
あ
る
。
ど
う
対

応
す
る
の
か
」の
質
問
に
は
、

「
対
策
法
は
単
な
る
理
念
法
。

在
日
韓
国
人
が
出
て
い
け
ば

解
決
す
る
問
題
だ
」
と
逃
げ

た
。同

氏
は
「
都
民
に
（
自
説

を
）
訴
え
る
こ
と
が
目
標
」

と
し
、「（
自
分
の
）
武
器
は

街
宣
だ
。
こ
の
武
器
を
１
２

０
パ
ー
セ
ン
ト
活
用
し
て
戦

っ
て
い
く
」
と
語
っ
て
も
い

る
。
都
知
事
選
を
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
の
場
に
す
る
こ
と
を

自
ら
宣
言
し
た
も
の
だ
。

こ
れ
ま
で
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
は
対
策
法
の
対
象
と
な

り
、
警
察
当
局
が
目
を
光
ら

せ
る
ほ
か
、
阻
止
・
中
止
に

追
い
込
む
カ
ウ
ン
タ
ー
行
動

も
可
能
だ
。
だ
が
、
選
挙
活

動
と
な
れ
ば
手
厚
く
守
ら
れ

る
。
公
職
選
挙
法
の
２
２
５

条
・
２
３
０
条
は
、
多
数
が

集
合
し
て
交
通
や
集
会
・
演

説
を
妨
げ
る
な
ど
の
行
為
は

罰
す
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
半
面
、
施
行
さ
れ
た

ば
か
り
の
対
策
法
は
ど
う
な

の
か
。同
法
の
理
念
か
ら「
政

見
」
を
騙
っ
た
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て

も
、
線
引
き
は
容
易
で
は
な

く
、
働
き
方
が
見
え
て
こ
な

い
現
実
に
、
団
員
ら
の
う
っ

憤
は
募
る
一
方
だ
。

文
光
秀
さ
ん
（
５２
・
新
宿

区
）
は
「
東
京
五
輪
（
２
０

２
０
年
）
の
顔
を
選
ぶ
選
挙

で
も
あ
る
。
な
ぜ
差
別
主
義

者
が
出
て
く
る
の
か
。
『
恥

の
文
化
』
を
も
つ
日
本
人
の

奥
ゆ
か
し
さ
が
ど
ん
ど
ん
失

わ
れ
て
い
く
」と
嘆
き
、「
な

ら
ず
者
の
能
書
き
と
『
言
論

の
自
由
』
は
峻
別
さ
れ
る
べ

き
だ
」
と
指
弾
す
る
。

鄭
理
恵
子
さ
ん
（
６１
・
西

東
京
市
）は
、「『
在
日
特
権
』

と
い
う
デ
マ
を
、
あ
ら
ゆ
る

媒
体
を
利
用
し
て
ば
ら
撒
き

た
い
の
だ
ろ
う
。
現
実
の
多

文
化
共
生
を
否
定
し
、
日
本

が
日
本
人
だ
け
で
成
り
立
っ

て
い
る
時
代
錯
誤
に
と
ら
わ

れ
た
者
が
選
挙
？

日
本
の

民
主
主
義
も
末
期
症
状
だ
」

と
論
じ
る
。

「
ふ
ざ
け
る
な
の
一
言
に

つ
き
る
」
と
い
う

明
さ
ん

（
６７
・
新
宿
区
）
は
、
「
ヘ

イ
ト
デ
モ
が
下
火
に
な
っ
て

い
る
の
を
挽
回
し
よ
う
と
花

火
を
上
げ
た
い
の
だ
ろ
う
。

有
権
者
ば
か
り
か
日
本
そ
の

も
の
を
愚
弄
す
る
も
の
だ
」

と
指
摘
。
郭
邦
植
さ
ん
（
６２

・
足
立
区
）
は
、
「
レ
イ
シ

ス
ト
が
出
馬
で
き
な
い
よ
う

な
社
会
的
雰
囲
気
が
ほ
し

い
。
定
住
外
国
人
は
地
域
を

と
も
に
構
成
す
る
住
民
で
あ

り
、
差
別
は
許
さ
れ
な
い
と

の
意
識
を
学
校
・
社
会
を
通

し
て
育
む
べ
き
だ
」
と
強
調

し
た
。

活
動
的
な
団
員
の
多
く

は
、
前
回
の
都
知
事
選
で
極

右
で
あ
り
な
が
ら
、
２０
・
３０

代
の
支
持
を
得
て
６１
万
票

（
得
票
率
１２
％
）
を
集
め
、

「
超
善
戦
」
し
た
田
母
神
俊

雄
氏
の
前
例
を
意
識
し
て
い

る
。
「
桜
井
氏
は
落
選
運
動

の
対
象
に
も
な
ら
な
い
」
と

す
る
一
方
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
が
公
然
と
展
開
さ
れ
て
い

い
の
か
、
こ
れ
を
都
民
に
問

う
べ
く
情
報
発
信
を
続
け
、

レ
イ
シ
ス
ト
に
打
撃
を
与
え

ず
に
は
お
か
な
い
決
意
を
固

め
て
い
る
。

青
年
会
は
関
東
地
協
（
事

務
局
長
・
鄭
昇
栄
東
京
会
長
）

と
近
畿
地
協
（
事
務
局
長
・

玄
英
由
大
阪
会
長
）
が
学
生

会
中
央
本
部
（
奇
龍
寿
会

長
）
、
同
大
阪
本
部
（
金
煕

昌
会
長
）
と
そ
れ
ぞ
れ
合
同

で
３
日
、
参
加
希
望
者
を
中

心
に
顔
合
わ
せ
も
兼
ね
た

「
事
前
交
流
」
を
行
っ
た
。

関
東
地
協
は
若
者
に
人
気

の
ス
ポ
ッ
ト
、お
台
場
で「
在

日
同
胞
青
年
・
学
生
交
流
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
題
し
て

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
開

催
。
東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、

埼
玉
な
ど
の
首
都
圏
か
ら
約

５０
人
が
参
加
し
た
。

各
班
に
分
か
れ
て
の
「
共

同
作
業
」
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

の
各
役
割
を
分
担
し
あ
い
、

仲
間
意
識
を
深
め
た
。ま
た
、

母
国
訪
問
に
あ
ら
た
め
て
参

加
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
ビ
ラ
を
手
渡
し
な
が
ら

知
り
合
い
に
配
布
す
る
よ
う

働
き
か
け
た
。

両
会
と
も
会
員
拡
大
に
お

け
る
共
通
の
課
題
は
対
象
者

名
簿
の
確
保
。
そ
こ
で
活
用

さ
れ
て
い
る
の
が
、
中
学
・

高
校
・
大
学
生
を
対
象
に
民

団
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
次

世
代
母
国
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

の
参
加
者
名
簿
だ
。
そ
れ
に

基
づ
い
て
、
ビ
ラ
の
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
発
送
や
、
戸
別

訪
問
を
展
開
し
て
き
た
。

ま
た
、
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
世
代
」

と
も
言
え
る
青
年
・
学
生
だ

か
ら
こ
そ
活
用
し
て
い
る
の

が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

だ
。
こ
れ
ら
の
行
事
に
参
加

し
た
こ
と
で
繋
が
っ
た
Ｓ
Ｎ

Ｓ
グ
ル
ー
プ
で
の
誘
い
合
い

も
積
極
的
に
展
開
し
て
い

る
。
こ
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
参

加
者
の
大
半
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
「
動
員
」
だ
っ
た
。
初

対
面
な
が
ら
も
、
予
備
認
識

を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
打

ち
解
け
る
の
も
早
い
。

鄭
会
長
は
「
学
生
会
と
の

合
同
イ
ベ
ン
ト
は
以
前
か
ら

構
想
し
て
い
た
。
学
生
会
は

青
年
会
予
備
軍
で
も
あ
り
、

い
わ
ば
弟
た
ち
。
協
力
関
係

を
深
め
会
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

一
方
、
近
畿
地
協
は
大
阪

韓
国
人
会
館
で
「
夏
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
を
開

催
し
た
。
近
畿
６
県
か
ら
７０

人
余
り
が
集
い
、
ミ
ニ
運
動

会
な
み
の
多
種
多
様
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
楽
し
ん
だ
。
終
了

後
に
は
懇
親
会
を
持
ち
、
秋

の
母
国
訪
問
に
参
加
し
あ
う

こ
と
を
再
確
認
し
た
。

玄
会
長
は
「
大
阪
の
目
標

は
ず
ば
り
７０
人
。
締
め
切
り

ま
で
全
力
で
参
加
勧
誘
し
て

い
き
た
い
」
と
強
調
し
た
。

創
団
７０
周
年
を
記
念
す
る
「
次
世
代
１
５
０
０
人
母
国
訪
問
」
事
業
の
一
環
と
し
て
、
在
日
韓
国
青
年
会
（
朴

裕
植
中
央
会
長
）
は
３
０
０
人
規
模
の
「
在
日
同
胞
青
年
母
国
訪
問
」
（
９
月
２２
～
２５
日
、
ソ
ウ
ル
）
を
準
備
中

だ
。
７
月
末
ま
で
の
予
定
で
５
月
か
ら
展
開
し
て
き
た
戸
別
訪
問
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
面
談
し
て
き
た
青
年
・

学
生
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
継
続
的
に
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
東
京
と
大
阪
で
は
参
加
希
望
者
を
中
心
に
青
年

・
学
生
会
合
同
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、
成
功
へ
弾
み
を
つ
け
た
。

オリニ夏期行事 全国一覧
夏休みはもうすぐ。海・山・川で自然体験を

中心にしたサマーキャンプなどが目白押しだ。
次世代の仲間づくりを後押ししている。

（５面）

被災地・益城で
韓食の炊き出し
大阪韓国青商が熊本地震の

避難所に指定されている益城
町の小学校でプルコギ、チヂ
ミなど韓食の炊き出しを２日
間実施し、住民に喜ばれた。

（５面）

新
理
事
長
に

朱
鉄
基
氏

在
外
同
胞
財
団

在
外
同
胞
財
団
の
第
８
代

理
事
長
の
就
任
式
が
４
日
、

ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
た
。

朱
鉄
基
新
理
事
長（
写
真
）

は
「
在
外
同
胞
社
会
も
世
界

各
地
に
人
材
を
輩
出
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
韓
民
族
共
同
体
イ

メ
ー
ジ
を
高
め
て
い
る
。
在

外
同
胞
財
団
の
ビ
ジ
ョ
ン
と

戦
略
目
標
、
推
進
課
題
な
ど

を
持
続
的
に
推
進
す
る
こ
と

が
重
要
だ
」
と
述
べ
た
。
ま

た
「
在
外
同
胞
社
会
が
韓
国

政
府
の
公
共
外
交
を
理
解
す

る
だ
け
で
な
く
、
時
代
的
な

課
題
で
あ
る
平
和
統
一
と
東

北
ア
ジ
ア
の
平
和
安
定
に
も

寄
与
で
き
る
よ
う
関
連
機
関

と
協
力
し
、
財
団
の
地
位
を

一
段
階
高
め
た
い
」
と
強
調

し
た
。

同
財
団
理
事
長
は
外
交
部

長
官
が
推
薦
し
、
大
統
領
が

任
命
す
る
。
任
期
は
３
年
。

朱
理
事
長
は
、
２
０
１
３
年

に
朴
槿
恵
政
府
の
初
代
外
交

安
保
首
席
秘
書
官
に
任
命
さ

れ
、
１５
年
１０
月
に
辞
任
し
て

い
る
。

米
政
府
は
６
日
（
現
地
時

間
）
、
北
韓
の
金
正
恩
党
委

員
長
ら
１５
個
人
と
国
務
委
員

会
、
安
全
保
衛
部
、
組
織
指

導
部
、
偵
察
総
局
な
ど
党
・

軍
・
政
の
８
機
関
を
「
人
権

制
裁
リ
ス
ト
」
に
追
加
記
載

し
た
。
こ
の
日
、
議
会
に
提

出
し
た
報
告
で
金
委
員
長
を

「
人
権
蹂
躙
の
加
害
者
」
と

規
定
し
た
う
え
で
の
こ
と

だ
。人

権
問
題
を
理
由
に
「
国

家
最
高
指
導
者
」
を
名
指
し

て
制
裁
対
象
に
す
る
の
は
米

国
史
上
で
も
前
例
が
な
い
。

こ
れ
に
と
も
な
う
制
裁

は
、
米
国
内
の
資
産
を
凍
結

し
金
融
取
引
や
米
国
へ
の
入

国
を
禁
止
す
る
こ
と
が
主
な

内
容
で
、
米
国
内
に
資
産
が

な
く
交
流
も
な
い
北
韓
指
導

部
に
直
接
的
な
効
果
は
な
い

と
さ
れ
る
。

だ
が
、
第
三
国
に
対
し
て

北
韓
指
導
部
と
の
金
融
取
引

を
控
え
さ
せ
、
北
韓
指
導
部

に
は
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載

せ
る
こ
と
で
極
め
て
不
利
な

立
場
に
立
つ
こ
と
を
知
ら
し

め
る
ほ
か
、
６
・
２５
韓
国
戦

争
の
休
戦
協
定
（
１
９
５
３

年
７
月
）
を
平
和
協
定
に
転

換
す
る
交
渉
を
含
め
、
北
韓

の
対
話
提
議
を
門
前
払
い
に

す
る
意
味
合
い
も
あ
る
。
北

韓
指
導
部
に
大
き
な
打
撃
と

な
る
可
能
性
が
高
い
。

北
韓
当
局
は
７
日
、
制
裁

の
無
条
件
撤
回
を
求
め
、
撤

回
し
な
け
れ
ば
「
超
強
硬
対

応
措
置
」
を
取
る
と
声
明
、

米
国
の
制
裁
を
宣
戦
布
告
と

受
け
と
め
、
対
米
接
触
を
遮

断
し
、
戦
時
法
を
適
用
す
る

と
も
強
調
し
た
。
「
最
高
尊

厳
」
へ
の
「
侮
辱
」
と
し
て

激
し
く
反
発
に
出
る
の
は
織

り
込
み
済
み
の
こ
と
だ
。

国
際
社
会
の
北
韓
に
対
す

る
制
裁
は
、
核
・
ミ
サ
イ
ル

開
発
を
阻
止
す
る
分
野
で

は
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会

の
２
２
７
０
決
議
で
大
幅
に

強
化
さ
れ
た
。
人
権
分
野
で

も
、
国
連
人
権
理
事
会
が
北

韓
指
導
部
の
刑
事
責
任
を
追

及
す
る
専
門
家
グ
ル
ー
プ
の

構
成
や
国
際
刑
事
裁
判
所

（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
で
司
法
手
続
き

を
進
め
る
決
議
を
採
択
し
て

い
る
。

米
政
府
が
金
委
員
長
ら
を

制
裁
リ
ス
ト
に
追
記
載
し
た

こ
と
は
、
国
際
社
会
の
取
り

組
み
を
よ
り
強
力
に
後
押
し

す
る
見
込
み
だ
。
北
韓
を
対

象
に
し
た
人
権
法
設
立
の
動

き
を
見
せ
る
豪
州
や
カ
ナ
ダ

に
も
影
響
す
る
と
見
ら
れ
て

い
る
。

韓
国
政
府
は
７
日
、
米
国

の
追
記
載
に
つ
い
て
「
北
韓

の
人
権
状
況
の
深
刻
さ
を
国

際
社
会
に
認
識
さ
せ
、
関
連

す
る
論
議
や
措
置
の
強
化
に

大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
を
期

待
す
る
」
と
表
明
し
た
。

韓
米
両
当
局
は
８
日
、
米

国
の
最
新
鋭
地
上
配
備
型
迎

撃
シ
ス
テ
ム
「
高
高
度
防
衛

ミ
サ
イ
ル
（
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
）」

を
在
韓
米
軍
に
配
備
す
る
こ

と
を
最
終
決
定
し
た
と
発
表

し
た
。
「
北
韓
の
核
と
大
量

破
壊
兵
器
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル

の
脅
威
か
ら
韓
国
国
民
の
安

全
を
保
障
し
、
韓
米
同
盟
の

軍
事
力
を
維
持
す
る
た
め
の

防
衛
的
な
措
置
」
と
し
、
配

備
先
は
今
月
中
に
も
発
表
さ

れ
る
。

両
当
局
は
「
韓
国
配
備
の

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
は
、
北
韓
の
核

・
ミ
サ
イ
ル
に
対
し
て
の
み

運
用
さ
れ
る
」と
強
調
し
た
。

北
韓
当
局
は
１１
日
、
「
配

備
さ
れ
る
位
置
が
確
定
す
る

そ
の
時
刻
か
ら
、
徹
底
制
圧

す
る
た
め
の
物
理
的
対
応
措

置
が
実
行
さ
れ
る
」
と
「
重

大
警
告
」
を
発
し
た
。

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
の
韓
国
配
備

に
は
中
国
と
ロ
シ
ア
も
強
く

反
発
し
て
お
り
、
韓
国
政
府

は
７
日
、
外
交
ル
ー
ト
を
通

じ
て
中
ロ
な
ど
周
辺
国
に
配

備
決
定
の
背
景
を
説
明
し

た
。

李
俊
揆
・
新
駐
日
大
使
が

８
日
夕
方
の
便
で
羽
田
空
港

に
到
着
し
た
。
民
団
中
央
本

部
の
呉
公
太
団
長
、
呂
健
二

議
長
、
韓
在
銀
監
察
委
員
長

ら
が
出
迎
え
た
。
呉
団
長
は

「
李
大
使
の
指
導
力
で
、
韓

日
関
係
を
盤
石
な
も
の
に
し

て
ほ
し
い
」
と
要
望
し
た
。

李
大
使
は
「
在
日
同
胞
社
会

を
け
ん
引
す
る
民
団
と
と
も

に
、
尽
力
し
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
た
。

李
大
使
は
空
港
内
で
開
か

れ
た
会
見
で
記
者
団
に
対
し

「
何
よ
り
も
昨
年
末
に
合
意

し
た
慰
安
婦
問
題
を
誠
実
に

履
行
す
る
こ
と
が
非
常
に
重

要
だ
」
と
語
り
、
政
府
間
だ

け
で
な
く
民
間
レ
ベ
ル
で
も

多
様
な
協
力
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
強
調
し
た
。

着
任
に
先
立
つ
４
日
、
李

大
使
は
韓
国
外
交
部
で
日
本

の
記
者
団
と
懇
談
し
、
「
昨

年
末
の
韓
日
合
意
な
ど
で
、

関
係
回
復
と
協
力
拡
大
の
基

盤
が
で
き
た
」
と
述
べ
、
経

済
関
係
に
関
し
て
は
日
本
の

各
界
各
層
と
幅
広
く
交
流

し
、
「
両
国
の
経
済
活
力
を

取
り
戻
す
た
め
に
積
極
的
な

役
割
を
し
て
い
き
た
い
」
と

強
調
。
ま
た
、
今
秋
以
降
に

日
本
で
開
催
予
定
の
韓
日
中

首
脳
会
議
に
際
し
て
、
朴
槿

恵
大
統
領
の
訪
日
実
現
に
期

待
を
表
明
し
た
。

国
連
人
権
理
事
会
が

特
別
報
告
者
を
任
命

国
連
人
権
理
事
会
は
８

日
、
北
韓
の
人
権
状
況
を
調

査
す
る
国
連
特
別
報
告
者
に

ト
マ
ス
・
オ
ヘ
ア
・
キ
ン
タ

ナ
氏
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
を

任
命
し
た
。
マ
ル
ズ
キ
・
ダ

ル
ス
マ
ン
氏
（
１０
～
１６
年
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
の
後
任
。

秋の「母国訪問」成功へ
東
京
・
大
阪
で
合
同
交
流

青
年
会
・
学
生
会

全
国
戸
別
訪
問
テ
コ
に

青年会・学生会合同交流会。東京上と大阪

都知事選

レ
イ
シ
ス
ト

出
馬
表
明
に

同
胞
ら「
必
ず
打
撃
を
」

米「人権リスト」 金正恩委員長ら指定

サード配備決定 核・ミサイルを封鎖

韓
日
友
好
民
団
と
協
力

着
任
の

李
大
使

出
迎
え
の
中
央
幹
部
に
強
調

制
裁
・
防
衛

さ
ら
に
強
化

ヘ
イ
ト
Ｓ
の
場
に

（毎週水曜日発行）週 刊２０１６年７月１３日（水曜日）
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◆仁川にＮＹファッション工科大

世界トップレベルの米ニューヨー

ク州立ファッション工科大（ＦＩＴ）

が来年９月、仁川の松島グローバル

キャンパス内に開校する見通しだ。

仁川経済自由区域庁が承認申請書を

提出したと明らかにした。ＮＹマン

ハッタンに１９４４年に設立されたＦＩ

Ｔは、ファッション産業に特化した

実践的教育で知られ、有名ブランド

のデザイナーらを輩出している。

◆忠南大と名古屋市立大協定締結

国立忠南大学

（大田市）の呉徳

成学長は６日、名

古屋市立大学で同

大の郡健二郎学長

と交流協定締結書

に署名した 写真。両大学は交換留

学や研究者の相互招聘、共同研究な

どを進める。

◆平均寿命 女性８５歳、男性７８歳

世界保健機関（ＷＨＯ）の「２０１４

年世界保健統計」によると、韓国人

の平均寿命は、女性が８５．４８歳で世

界３位、男性が７８．８０歳で１８位だっ

た。女性の１位は日本の８６．８歳、２

位がスペインの８５．５歳。男性は１位

がスイスの８１．３歳で、２アイスラン

ド３オーストラリアの順。

◆上期アルバム販売ＥＸＯ首位

音楽専門のガオンチャートが８日

発表した「上半期の韓国アルバムセ

ールス」によ

ると、男性ダ

ンス・ボーカ

ルグループ、

ＥＸＯ（エク

ソ） 写真上

の「ＥX′

ＡＣＴ」が販

売数５２万４８２３

枚でトップだ

った。デジタ

ル部門では、女性６人グループ・Ｇ

ＦＲＩＥＮＤ（ガールフレンド）

写真下 の「時を駆けて」がストリ

ーミング数７０００万回で１位だった。

◆ベトナムの韓国学校生徒数急増

教育部によると、今年の３月１日

現在、１５カ国・地域にある韓国学校

３２校の児童生徒数は１万３７６１人で、

前年比３．１％（４２４人）増加した。特

にベトナムのハノイ、ホーチミン市

にある韓国国際学校の増加が著し

く、前年比１４．０％も伸びた。ベトナ

ムに進出している韓国企業は約４６００

社にのぼる。雇用労働部は今後、ベ

トナムでの就職者数を３万人まで増

やす計画を立てており、児童生徒数

はさらに増えそうだ。

◆高級韓屋村 南原に１５日オープン

春香伝の舞台として知られる南原

市内（全羅北道）に高級伝統家屋（韓

屋）村が１５日、オープンする。高級

ホテル並みの設備を備えたのが特

徴。全１５棟のうち、７棟が宿泊用、

８棟が会議室などに使われる。

◆鍾路区飲食店 韓服なら１０％割引

ソウル市鍾路区は８月から、韓服

を着た観光客を対象に仁寺洞や北

村、光化門などの指定飲食店（１００

カ所余）で１０％の割引を実施する。

◆お１人様増え売れるコンビニ弁当

「食事をするときはみんなでにぎ

やかに」が一般的な韓国だが、変化

の兆しを見せている。市場調査専門

機関によると、最近は１人暮らしを

する、いわゆる「お１人様」が増え、

弁当の売上額が急速に伸びている。

各コンビニ店は主力商品となった弁

当の中身に工夫をこらしている。

韓
信
協
（
在
日
韓
国
人
信

用
組
合
協
会

呉
龍
夫
会

長
）
の
会
員
６
組
合
と
近
畿

産
業
信
組
の
総
代
会
が
６
月

中
に
開
催
さ
れ
た
。
韓
信
協

が
ま
と
め
た
会
員
６
組
合
の

１５
年
度
業
績
は
、
全
会
員
組

合
が
１５
年
ぶ
り
に
黒
字
決
算

と
配
当
を
実
現
し
た
前
年
度

に
比
べ
、
厳
し
い
も
の
と
な

っ
た
。
業
績
が
好
調
な
組
合

と
伸
び
悩
む
組
合
に
両
極
化

し
た
と
も
言
え
る
。

預
金
・
貸
出
金
で
は
横
浜

中
央
信
組
が
前
期
比
で
と
も

に
２０
％
以
上
、
あ
す
か
信
組

も
１０
％
台
の
高
い
伸
び
率
を

見
せ
た
の
に
対
し
、
愛
知
商

銀
と
広
島
商
銀
は
預
金
残
高

で
、
岡
山
商
銀
は
貸
出
金
残

高
で
前
年
度
実
績
を
下
回
っ

た
。

当
期
利
益
に
お
い
て
も
横

浜
中
央
信
組
と
あ
す
か
信
組

が
１０
億
円
以
上
を
計
上
し
た

が
、
広
島
商
銀
と
岡
山
商
銀

は
赤
字
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。配
当
率
は
あ
す
か
信
組
、

横
浜
中
央
信
組
、九
州
幸
銀
、

愛
知
商
銀
が
前
年
水
準
を
ほ

ぼ
維
持
し
た
も
の
の
、
広
島

商
銀
は
前
年
の
２
％
か
ら
１

％
に
、
岡
山
商
銀
は
こ
こ
数

年
間
続
け
て
き
た
２
％
か
ら

無
配
当
に
な
っ
た
。
広
島
商

銀
と
岡
山
商
銀
の
業
績
低
調

は
、
不
良
債
権
処
理
の
た
め

の
引
当
金
計
上
が
主
な
要
因

だ
。内

部
留
保
の
多
い
広
島
商

銀
は
早
期
の
不
振
脱
却
が
見

込
ま
れ
て
い
る
が
、
岡
山
商

銀
の
場
合
は
韓
信
協
に
よ
る

優
先
出
資
と
人
材
育
成
要
員

の
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。自

己
資
本
比
率
は
広
島
の

６
・
５０
％
を
除
い
て
他
の
５

組
合
は
７
％
以
上
を
維
持
し

て
お
り
、
横
浜
中
央
は
１５
％

以
上
の
高
水
準
に
あ
る
。

韓
信
協
は
今
年
５
月
に
創

立
６０
周
年
を
迎
え
た
。
会
員

組
合
は
い
っ
そ
う
の
結
束
を

固
め
て
行
く
。

あ
す
か
信
用
組
合
（
金
哲

也
理
事
長
。
本
店
・
東
京
都
、

第
５０
期
）
は
２４
日
、
新
宿
の

ホ
テ
ル
で
。
総
代
１
１
３
人

中
８８
人
（
委
任
状
４４
）。

特
別
金
利
定
期
預
金
の

「
あ
お
ば
」
と
６０
歳
以
上
限

定
の
「
シ
ル
バ
ー
定
期
」
の

好
調
が
続
い
た
ほ
か
、
組
合

員
限
定
の「
プ
ラ
チ
ナ
定
期
」

も
人
気
を
伸
ば
し
、
預
金
は

前
期
比
３３
億
２
６
０
０
万
円

増
の
２
２
６
５
億
７
２
０
０

万
円
と
な
っ
た
。
貸
出
金
は

３
年
前
か
ら
商
品
化
し
た
不

動
産
担
保
ロ
ー
ン
な
ど
の
積

極
的
販
売
で
２
２
０
億
７
０

０
０
万
円
増
の
１
５
９
９
億

１
１
０
０
万
円
。
預
貸
率
は

７０
・
５８
％
と
８
・
８４
％
上
昇
。

不
良
債
権
処
理
や
貸
出
金

増
加
に
よ
る
利
息
、
手
数
料

な
ど
の
収
益
増
に
よ
っ
て
、

純
利
益
は
前
年
並
み
の
１１
億

７
７
０
０
万
円
を
計
上
し

た
。
自
己
資
本
比
率
は
７
・

１１
％
。
出
資
配
当
は
前
期
と

同
じ
２
％
。

金
理
事
長
は
「
今
年
は
３

カ
年
中
期
経
営
計
画
の
し
め

く
く
り
の
年
。
預
金
と
融
資

を
さ
ら
に
拡
大
し
、
質
の
高

い
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

横
浜
中
央
信
用
組
合
（
呉

龍
夫
理
事
長
。
本
店
・
横
浜

市
、
第
３
期
）
は
２２
日
、
横

浜
市
内
の
ホ
テ
ル
で
。
総
代

１
２
３
人
中
９９
人
（
委
任
状

６６
）。合

併
か
ら
３
期
目
に
入

り
、
広
範
囲
な
地
域
で
収
益

基
盤
を
拡
大
。
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
定
期
預
金
商
品
「
未
来
」

な
ど
の
好
評
に
よ
っ
て
、
預

金
は
前
期
比
３９
億
１
９
７
０

万
円
増
の
１
７
５
５
億
６
１

０
０
万
円
と
な
っ
た
。
貸
出

金
は
中
小
規
模
業
者
へ
の
融

資
拡
大
な
ど
で
２３
億
６
２
１

０
万
円
増
の
１
２
４
６
億
２

２
０
０
万
円
と
し
た
。
預
貸

率
は
７０
・
９９
％
。
自
己
資
本

比
率
は
５
・
５９
ポ
イ
ン
ト
減

の
１５
・
２６
％
と
な
っ
た
が
、

純
利
益
は
５
億
５
９
０
０
万

円
増
の
１２
億
７
２
０
０
万
円

と
し
、
配
当
率
は
０
・
３
％

増
の
０
・
８
％
。

呉
理
事
長
は
「
マ
イ
ナ
ス

金
利
導
入
で
金
利
競
争
の
激

化
も
あ
り
、
貸
出
金
増
強
に

よ
る
適
正
収
益
の
確
保
が
緊

急
の
課
題
。
信
組
の
強
み
を

活
か
し
な
が
ら
営
業
推
進
体

制
の
整
備
と
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
」
と
今
期
の
抱
負

を
語
っ
た
。

信
用
組
合
広
島
商
銀
（
井

上
一
成
理
事
長
。
本
店
・
広

島
市
、
第
５５
期
）
は
２７
日
、

本
店
で
。
総
代
１
０
９
人
全

員
出
席
（
委
任
状
４２
）。

預
金
は
主
力
商
品
の
金
利

引
き
下
げ
に
加
え
、
萩
支
店

の
閉
鎖（
山
口
支
店
に
統
合
）

に
よ
り
前
期
比
３
億
円
減
の

１
４
６
８
億
１
３
０
０
万
円

と
な
っ
た
。
貸
出
金
は
住
宅

ロ
ー
ン
や
消
費
者
ロ
ー
ン
の

見
直
し
、
電
力
自
由
化
を
ふ

ま
え
た
太
陽
光
事
業
に
関
す

る
業
務
提
携
な
ど
に
よ
り
９

８
２
億
８
５
０
０
万
円
と
３０

億
３
８
０
０
万
円
増
加
し

た
。
預
貸
率
は
２
・
２１
％
伸

ば
し
６６
・
９５
％
。

将
来
へ
の
備
え
と
し
て
個

別
貸
倒
引
当
金
を
１１
億
１
０

０
０
万
円
積
み
増
し
た
こ
と

で
純
利
益
は
マ
イ
ナ
ス
３
億

１
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
自

己
資
本
比
率
は
６
・
５０
％
。

配
当
率
は
１
％
に
半
減
し

た
。井

上
理
事
長
は
「
マ
イ
ナ

ス
金
利
に
よ
る
収
益
減
が
懸

念
さ
れ
る
が
、
透
明
性
の
向

上
に
尽
力
す
る
」と
述
べ
た
。

九
州
幸
銀
信
用
組
合
（
金

龍
海
会
長
、
溝
江
雅
夫
理
事

長
。
本
店
・
福
岡
市
、
第
６０

期
）
は
２４
日
、
本
店
で
。
総

代
１
１
２
人
中
６５
人
（
委
任

状
３２
）。

３
年
前
か
ら
推
進
し
て
き

た「
第
３
次
中
期
経
営
計
画
」

の
最
終
年
度
に
あ
た
り
、
▽

組
織
力
強
化
▽
取
引
先
へ
の

浸
透
▽
人
材
育
成
の
３
大
課

題
に
取
り
組
む
こ
と
で
経
営

基
盤
拡
充
と
顧
客
の
目
線
に

あ
わ
せ
た
経
営
が
定
着
し

た
。預

金
は
前
期
比
５５
億
９
５

０
０
万
円
増
の
１
２
０
５
億

９
８
０
０
万
円
と
し
、
貸
出

金
も
１
０
８
億
７
０
０
０
万

円
増
の
７
９
３
億
４
０
０
０

万
円
を
記
録
し
た
。
預
貸
率

は
６５
・
７９
％
と
６
・
２５
％
上

昇
。
自
己
資
本
比
率
は
０
・

０６
ポ
イ
ン
ト
上
が
り
７
・
０８

％
に
。
純
利
益
は
１
億
９
６

０
０
万
円
を
計
上
し
、
配
当

率
１
・
２
％
を
維
持
し
た
。

溝
江
理
事
長
は
「
新
た
に

第
４
次
中
期
経
営
計
画
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
環
境
の
変
化

に
耐
え
う
る
盤
石
な
基
盤
を

構
築
す
る
。
そ
の
た
め
に
も

地
域
に
密
着
し
た
経
営
に
徹

底
し
た
い
」
と
決
意
。

信
用
組
合
愛
知
商
銀
（
李

國
雄
理
事
長
。
本
店
・
名
古

屋
市
、
第
６３
期
）
は
２８
日
、

愛
知
韓
国
人
会
館
で
。
総
代

１
０
９
人
中
１
０
１
人
（
委

任
状
３６
）。

個
人
預
金
の
微
減
に
よ
っ

て
預
金
は
前
期
比
２１
億
９
４

０
０
万
円
減
の
８
３
５
億
８

８
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
地

域
情
報
・
経
営
情
報
を
活
用

し
た
事
業
再
生
、
創
業
・
新

事
業
へ
の
支
援
と
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
積
極
的
に
展
開

し
た
こ
と
で
、
各
企
業
の
設

備
投
資
が
活
発
化
し
貸
出
金

は
３８
億
５
９
０
０
万
円
増
の

６
０
４
億
１
６
０
０
万
円

に
。
預
貸
率
は
６
・
３５
ポ
イ

ン
ト
上
が
り
７２
・
２８
％
と
な

っ
た
。
純
利
益
は
２
億
１
８

０
０
万
円
減
の
３
億
４
０
０

０
万
円
。

自
己
資
本
比
率
は
０
・
５０

ポ
イ
ン
ト
下
が
り
７
・
９０
％

と
な
っ
た
。
ま
た
、
昨
年
１２

年
ぶ
り
に
実
施
し
た
配
当
は

１
％
を
維
持
し
た
。

李
理
事
長
は
「
今
年
度
も

法
令
順
守
、
取
引
先
拡
大
、

人
材
育
成
、安
定
収
益
確
保
、

業
務
の
効
率
化
を
経
営
の
柱

に
実
効
性
あ
る
取
り
組
み
を

し
て
い
く
」
と
強
調
。

信
用
組
合
岡
山
商
銀
（
梁

炳
玉
理
事
長
。
本
店
・
岡
山

市
、
第
５４
期
）
は
２４
日
、
本

店
で
。
総
代
１
０
７
人
中
９３

人
（
委
任
状
１７
）。

預
金
は
前
期
比
３
７
０
０

万
円
増
の
２
５
７
億
８
２
０

０
万
円
。
貸
出
金
は
資
金
需

要
の
低
下
と
金
利
競
争
の
激

化
が
影
響
し
、
５
億
４
９
０

０
万
円
減
の
１
１
２
億
４
６

０
０
万
円
。
預
貸
率
は
２
・

１９
％
下
が
り
４３
・
６２
％
に
な

っ
た
。

有
価
証
券
利
息
配
当
金
、

国
債
な
ど
の
売
却
で
業
務
純

益
４
億
５
９
０
０
万
円
を
記

録
し
た
が
、
個
別
貸
倒
引
当

金
を
１１
億
５
１
０
０
万
円
積

み
増
し
た
た
め
、
純
利
益
は

マ
イ
ナ
ス
８
億
３
７
０
０
万

円
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、

自
己
資
本
比
率
も
１
・
１０
ポ

イ
ン
ト
下
が
っ
て
９
・
２３
％

と
な
り
、
配
当
率
は
０
に
し

た
。梁

理
事
長
は
「
厳
し
さ
が

続
く
中
、
各
種
リ
ス
ク
を
適

切
に
管
理
す
る
こ
と
に
力
を

注
い
だ
。
こ
れ
を
今
後
も
徹

底
し
な
が
ら
も
渉
外
活
動
と

連
動
し
た
役
務
収
益
な
ど
の

拡
大
を
図
っ
て
い
く
」
と
の

考
え
を
示
し
た
。

近
畿
産
業
信
用
組
合
（
大

本
崇
博
理
事
長
。
本
店
・
大

阪
市
、
第
６３
期
）
は
２１
日
、

大
阪
市
内
の
ホ
テ
ル
で
。
総

代
１
９
５
人
中
１
８
０
人

（
委
任
状
９２
）。

３
年
目
に
入
っ
た
「
新
５

カ
年
中
期
計
画
」
の
展
開
に

よ
っ
て
収
益
力
と
経
営
基
盤

を
強
化
。

預
金
は
「
感
謝
」
な
ど
の

定
期
商
品
が
牽
引
し
、
前
期

比
１
５
６
億
円
増
の
１
兆
３

２
８
２
億
円
。
貸
出
金
も
３

９
５
億
円
増
の
７
６
４
１
億

円
と
し
、
預
金
・
貸
出
金
と

も
に
信
用
組
合
日
本
一
を
維

持
。
預
貸
率
は
２
・
３３
ポ
イ

ン
ト
上
が
っ
て
５７
・
５３
％

に
。純

利
益
は
３
億
８
３
０
０

万
円
増
の
５６
億
３
４
０
０
万

円
、
自
己
資
本
比
率
は
０
・

１７
％
増
の
９
・
９１
％
、
配
当

率
は
前
期
と
同
じ
２
％
。

大
本
理
事
長
は
「
中
期
計

画
終
了
１
年
前
の
今
期
は
、

さ
ら
な
る
収
益
力
を
高
め
内

部
管
理
態
勢
の
構
築
を
目
指

し
全
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
た
い
」と
表
明
。

ＳＢＪ銀行調べ
（７月１２日現在）

１万円

１１５，４６２
ウォン

１０８，７３７
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

１１３，７８１
ウォン

１１０，４１９
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

あ
す
か
信
用
組
合

手
が
た
く
２
％
配
当

横
浜
中
央
信
用
組
合

預
金
・
貸
出
２０
％
伸
び

信
用
組
合
広
島
商
銀

「
引
当
金
」
積
み
増
す

信
用
組
合
岡
山
商
銀

リ
ス
ク
管
理
に
注
力

信
用
組
合
愛
知
商
銀

設
備
投
資
サ
ポ
ー
ト

九
州
幸
銀
信
用
組
合

堅
実
に
経
営
力
強
化

近
畿
産
業
信
用
組
合

預
貸
率
が
継
続
向
上

韓
信
協
会
員
組
合
２
０
１
５
年
度
実
績

節目の６０周年 さらなる結束を期す
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「
戦
後
在
日
５０
年
史

在
日
」（
歴
史
篇
・
人
物
篇
、

２
０
０
５
年
）
な
ど
の
作
品
を
制
作
し
た
在
日
２
世
の

映
画
監
督
、
呉
徳
洙
氏
を
偲
ぶ
２
３
０
枚
の
写
真
が
、

在
日
韓
人
歴
史
資
料
館
企
画
展
示
室
（
東
京
・
港
区
）

で
展
示
さ
れ
て
い
る
。
在
日
韓
人
歴
史
資
料
館
が
「
映

画
の
舞
台
裏
で
」
と
題
し
て
企
画
し
た
。

映
画
「
在
日
」
の
撮
影
指

揮
を
と
る
表
情
は
に
こ
や
か

そ
の
も
の
。
対
照
的
に
指
紋

押
捺
に
抗
議
し
、
市
職
員
に

詰
め
寄
る
姿
か
ら
は
そ
こ
は

か
と
な
い
怒
り
が
伝
わ
っ
て

く
る
。
こ
の
と
き
の
体
験
は

「
指
紋
押
捺
拒
否
」
と
し
て

作
品
化
さ
れ
た
。
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
な
と
こ
ろ
で
は
７１
年
、

新
婚
旅
行
で
初
め
て
慶
尚
南

道
蔚
山
の
祖
母
を
訪
ね
た
と

き
の
写
真
が
珍
し
い
。

九
重
能
利
子
さ
ん
（
６６
、

東
京
）
は
映
画
「
在
日
」
を

見
た
と
き
の
衝
撃
が
い
ま
も

忘
れ
ら
れ
な
い
と
語
り
、「
在

日
の
歴
史
に
つ
い
て
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
ば
か
り
。
自
分

自
身
の
無
知
が
あ
ま
り
に
も

恥
ず
か
し
か
っ
た
」
と
振
り

返
っ
た
。

呉
監
督
と
家
が
近
所
だ
っ

た
大
久
保
和
子
さ
ん
（
７７
、

調
布
市
）
は
「
も
っ
と
多
く

の
作
品
を
見
た
か
っ
た
。
生

き
て
い
れ
ば
映
画
の
話
も
た

く
さ
ん
聞
け
た
の
に
」
と
残

念
そ
う
な
表
情
を
見
せ
て
い

た
。写

真
資
料
を
提
供
し
た
夫

人
の
清
水
千
恵
子
さ
ん
（
Ｏ

Ｈ
企
画
）
に
よ
れ
ば
、
呉
監

督
は
臨
終
の
間
際
に
「
不
条

理
な
が
ら
面
白
く
も
楽
し
い

人
生
だ
っ
た
」
と
い
う
短
い

言
葉
を
ノ
ー
ト
に
書
き
残
し

て
い
た
と
い
う
。

企
画
展
は
８
月
６
日
ま

で
。
入
館
料
は
無
料
。
同
資

料
館
（
０
３
・
３
４
５
７
・

１
０
８
８
）。

【
三
重
】「
民
団
中
央
団
長
杯
オ
リ
ニ
フ
ッ
ト
サ
ル
全
国
大
会
」（
在
日
本
大
韓
体
育

会
主
催
）
が
１０
日
、
三
重
県
の
カ
ル
チ
ャ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
輪
中
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
民
団
創
団
６０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
が
１０
回
目
。
北
海
道

か
ら
福
岡
ま
で
小
学
生
の
部
１６
チ
ー
ム
と
中
学
生
の
部
５
チ
ー
ム
の
計
２１
チ
ー
ム
約
２

５
０
人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

小
、
中
の
部
で
優
勝
し
た
東
京
韓
学
チ
ー
ム

【
千
葉
】
日
本
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
と
韓
国
の
小
麦
麹
を
使

っ
た
、
華
マ
ッ
コ
リ
「
芝
山

醸
造
」
工
房
開
き
が
１０
日
、

千
葉
・
山
武
郡
芝
山
町
で
開

か
れ
、
民
団
中
央
本
部
の
役

員
、
民
団
韓
食
ネ
ッ
ト
協
議

会
の
関
係
者
ら
約
３０
人
が
参

席
し
た
。

華
マ
ッ
コ
リ
が
商
品
化
さ

れ
た
の
は
昨
年
４
月
。
し
か

し
、
東
京
国
税
局
の
「
酒
類

製
造
免
許
」
が
な
か
な
か
お

り
ず
、
６
カ
月
目
の
同
年
３

月
に
、
よ
う
や
く
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
製
造
元
で

あ
る
芝
山
醸
造
代
表
の
後
藤

英
毅
さ
ん
が
民
団
千
葉
本
部

の
同
年
１０
月
マ
ダ
ン
に
出
品

し
て
い
た
こ
と
か
ら
同
本
部

の
金
鎮
得
団
長
が
代
表
を
務

め
る
東
京
フ
ー
ズ
が
販
売
を

手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

後
藤
さ
ん
は
あ
い
さ
つ
で

「
こ
こ
ま
で
や
っ
と
こ
ら
れ

た
。
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
マ
ッ
コ
リ
を
作

っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
た
。

工
房
の
地
主
で
あ
る
メ
ル

キ
ュ
ー
ル
ホ
テ
ル
成
田
の
社

長
で
あ
る
黄
環
浩
さ
ん
は
、

１０
年
前
に
土
地
を
買
い
上
げ

北
海
道
か
ら
水
産
物
を
仕
入

れ
て
加
工
し
て
い
た
。
黄
さ

ん
は
「
こ
こ
は
水
が
き
れ
い

で
井
戸
水
が
あ
り
、
千
葉
で

一
番
い
い
場
所
。
品
質
の
い

い
マ
ッ
コ
リ
を
作
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
期
待
を
込

め
る
。

工
房
の
敷
地
は
９
０
０
平

方

。
全
羅
北
道
高
敞
郡
で

作
ら
れ
て
い
る
伝
統
的
な
甕

（
カ
メ
）
１５
個
を
輸
入
し
、

韓
国
の
伝
統
的
な
技
法
で
作

っ
て
い
る
。
甕
一
つ
の
容
量

は
２
０
０

だ
が
、
発
酵
の

こ
と
を
考
え
て
９０

し
か
作

ら
な
い
。
出
来
上
が
っ
た
マ

ッ
コ
リ
は
、
７
５
０

の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
２
０
本
分

に
な
る
。
マ
ッ
コ
リ
の
し
ぼ

り
カ
ス
は
産
業
廃
棄
物
に
な

る
が
、
こ
こ
で
は
牛
の
エ
サ

と
し
て
利
用
さ
れ
る
な
ど
環

境
に
も
配
慮
し
て
い
る
。

杜
氏
は
韓
国
国
家
醸
造
協

会
で
３
年
学
ん
だ
李
昌

さ

ん
（
４３
）
が
、
祖
母
の
時
代

か
ら
受
け
継
い
で
き
た
酸
味

と
品
の
い
い
甘
み
を
持
つ
マ

ッ
コ
リ
作
り
を
手
が
け
る
。

李
さ
ん
は
「
韓
国
の
本
場
の

味
を
提
供
で
き
る
の
が
嬉
し

い
」
と
張
り
切
っ
て
い
る
。

母
親
の
尹
東
姫
さ
ん
（
６５
）

は
味
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行

う
と
い
う
。

金
団
長
は
「
千
葉
で
生
ま

れ
た
自
慢
の
一
品
。
人
口
甘

味
料
な
ど
は
一
切
入
っ
て
い

な
い
。
大
量
生
産
は
で
き
な

い
が
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
に
飲

ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
話

す
。小

売
り
価
格
７
５
０
円
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://
hana

–
m

akgeolli.co
m

/htm
l/hana.htm

#
1

07

）。

全国から２１チーム２５０人
小
学
生
の
部
は
１６
チ
ー
ム

が
４
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
、
リ
ー
グ
戦
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
日
本
人
チ
ー
ム

の
安
濃
Ｆ
Ｃ
（
三
重
代
表
）

と
ペ
ル
ナ
Ｓ
Ｃ
（
三
重
代

表
）
、
民
族
学
校
チ
ー
ム
の

東
京
韓
学
Ａ
（
東
京
代
表
）

と
建
国
Ａ
（
大
阪
代
表
）
が

準
決
勝
に
進
ん
だ
。

決
勝
戦
は
昨
年
２
位
だ
っ

た
安
濃
Ｆ
Ｃ
と
同
じ
く
３
位

の
東
京
韓
学
Ａ
に
よ
る
「
韓

日
戦
」
。
決
勝
に
ふ
さ
わ
し

く
、
両
者
相
譲
ら
ぬ
拮
抗
戦

と
な
っ
た
が
、
先
制
点
を
あ

げ
た
の
は
安
濃
Ｆ
Ｃ
だ
っ

た
。
東
京
韓
学
も
最
後
ま
で

食
い
下
が
り
、
終
了
間
近
に

同
点
ゴ
ー
ル
。
会
場
は
大
き

な
歓
声
で
盛
り
上
が
っ
た
。

最
後
は
Ｐ
Ｋ
戦
の
結
果
、

東
京
韓
学
が
優
勝
し
た
。
東

京
韓
学
は
中
学
生
の
部
も
制

覇
し
た
。

開
会
式
で
は
安
濃
Ｆ
Ｃ
の

男
子
と
民
団
宮
城
ホ
ラ
ン
イ

の
女
子
が
、
「
楽
し
く
正
々

堂
々
と
戦
い
、
た
く
さ
ん
の

友
だ
ち
を
作
る
」
と
元
気
に

宣
誓
。
崔
相
英
体
育
会
会
長

と
民
団
中
央
本
部
の
朴
安
淳

副
団
長
は
、
「
今
年
も
た
く

さ
ん
の
チ
ー
ム
が
元
気
に
参

加
し
た
。こ
れ
か
ら
も
２０
回
、

３０
回
と
継
続
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。
い
い
思
い
出

を
つ
く
っ
て
」と
激
励
し
た
。

民
団
愛
知
本
部
か
ら
朴
茂

安
団
長
、
婦
人
会
愛
知
本
部

の
李
玉
順
会
長
、
愛
知
韓
商

の
李
東
旭
会
長
、
愛
知
韓
国

人
経
友
会
の
鄭
博
会
長
、
民

団
三
重
本
部
か
ら
は
殷
慶
基

団
長
、
体
育
会
中
北
本
部
の

金
尚
弘
会
長
ら
が
応
援
に
駆

け
つ
け
た
。

中
北
大
会
へ
予
選

民
団
愛
知
各
支
部
で

愛
知
で
は
第
１８
回
中
北
地

区
韓
国
人
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

（
体
育
会
中
北
本
部
主
催

８
月
２８
日
、
瀬
戸
市
）
の
予

選
が
６
月
か
ら
各
地
で
開
か

れ
て
い
る
。
３
日
に
は
中
村

支
部
（
韓
一
星
支
団
長
）
と

東
中
支
部（
沈
和
憲
支
団
長
）

が
そ
れ
ぞ
れ
市
内
で
大
会
を

開
催
し
た
。

中
村
大
会
に
は
団
員
１５
人

が
参
加
し
２
ゲ
ー
ム
を
こ
な

し
た
。
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
参
加
の
オ
リ
ニ
に
商
品
券

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。
東

中
で
も
２７
人
が
応
援
団
の
声

援
を
受
け
て
心
地
よ
い
汗
を

流
し
た
。
予
選
大
会
は
８
月

ま
で
続
く
。

会
員
の
親
睦
図
る

在
日
韓
国
人
貴
金
属
協

社
団
法
人
在
日
韓
国
人
貴

金
属
協
会
（
梁
点
容
会
長
、

金
允
中
理
事
長
）
の
会
員
親

睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
３

日
、
東
京
・
港
区
田
町
の
ボ

ウ
リ
ン
グ
場
で
あ
っ
た
。
同

協
会
の
創
立
１０
周
年
記
念
事

業
と
し
て
７
年
前
か
ら
始
ま

り
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

８０
人
が
２０
レ
ー
ン
に
分
か

れ
、
３
ゲ
ー
ム
の
合
計
得
点

で
競
っ
た
。
と
り
わ
け
元
気

が
よ
か
っ
た
の
は「
婦
人
会
」

チ
ー
ム
。
全
員
「
フ
ァ
イ
テ

ィ
ン
グ
」
の
か
け
声
で
ス
タ

ー
ト
。
ス
ト
ラ
イ
ク
が
出
る

と
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
プ
レ
イ

ヤ
ー
を
称
え
た
。
オ
リ
ニ
８

人
も
２
つ
の
専
用
レ
ー
ン
で

プ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

終
了
後
、
男
子
と
女
子
の

ス
コ
ア
上
位
者
各

３
人
と
団
体
優
勝

チ
ー
ム

写
真

が
表
彰
さ
れ
た
。

さ
ら
に
抽
選
で

ホ
ワ
イ
ト
ゴ
ー
ル

ド
ネ
ッ
ク
レ
ス
や

パ
ー
ル
ピ
ア
ス
、

送
風
機
能
付
き
フ

ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
な

ど
の
景
品
も
配
ら

れ
た
。

ま
た
、
オ
リ
ニ

た
ち
に
は
図
書
券

が
全
員
に
贈
ら
れ
た
。

昨
年
上
回
る
参
加

体
育
会
九
州
大
会

体
育
会
九
州
本
部
（
宋
一

柱
会
長
）
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
は
３
日
、
福
岡
県
宗
像
市

で
開
か
れ
、
昨
年
を
上
回
る

１４
団
体
２
３
０
人
が
参
加
し

た
。
今
回
で
１６
回
目
。

団
体
戦
に
は
民
団
福
岡
本

部
か
ら
各
支
部
が
名
乗
り
を

上
げ
、
駐
福
岡
総
領
事
館
、

福
岡
韓
国
教
育
院
、韓
人
会
、

青
年
会
な
ど
と
優
勝
を
争
っ

た
。
こ
の
結
果
、
過
去
に
優

勝
経
験
の
あ
る
Ａ
グ
ル
ー
プ

で
は
実
力
者
ぞ
ろ
い
の
民
団

八
幡
支
部
が
優
勝
、
３
連
覇

を
達
成
し
た
。
Ｂ
グ
ル
ー
プ

で
は
留
学
生
を
多
数
擁
す
る

韓
国
教
育
院
が
優
勝
し
、
来

年
か
ら
の
Ａ
グ
ル
ー
プ
昇
格

を
決
め
た
。
個
人
優
勝
は
李

昇
鎮
さ
ん
（
遠
賀
支
部
）
、

女
性
は
許
京
子
さ
ん
（
八
幡

支
部
）
だ
っ
た
。

宋
会
長
は
「
各
支
部
で
ボ

ウ
リ
ン
グ
熱
が
高
ま
っ
て
お

り
、
各
地
区
で
個
別
に
練
習

を
重
ね
て
い
る
。
結
果
的
に

そ
れ
が
組
織
強
化
に
も
結
び

つ
い
て
い
る
の
が
う
れ
し

い
。
全
体
の
レ
ベ
ル
も
上
が

っ
て
い
る
。
こ
の
中
か
ら
韓

国
国
体
へ
の
出
場
を
め
ざ
す

選
手
が
出
て
き
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
る
。

在
日
同
胞
社
会
で
近
年
、
密
か
な
ボ
ウ
リ
ン
グ
ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
い
る
。
特
に
難
し

い
ル
ー
ル
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
。
な
に
よ
り
、

思
い
ど
お
り
に
ピ
ン
が
は
じ
け
飛
ん
だ
と
き
の
爽
快
感
は
格
別
。
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
な
が

ら
笑
顔
で
ふ
れ
あ
う
の
も
魅
力
だ
。

喜びのハイタッチ（中村大会）

【
和
歌
山
】
民
団
和
歌
山

本
部（
孫
文
敏
団
長
）は
２
、

３
の
両
日
、
県
内
で
「
韓
日

親
善
少
年
野
球
教
室
」
を
開

催
し
た
。
わ
か
や
ま
民
団
草

野
球
ク
ラ
ブ
「
レ
ッ
ド
タ
イ

ガ
ー
ズ
」
と
関
西
独
立
野
球

団
「
紀
州
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
」

が
主
管
、
在
外
同
胞
財
団
が

後
援
し
た
。

３
日
は
新
宮
市
の
神
倉
少

年
野
球
ク
ラ
ブ
で
同
ク
ラ
ブ

所
属
の
２
チ
ー
ム
２６
人
を
指

導
し
た
。
在
日
同
胞
の
司
空

天
馬
君
（
新
宮
市
立
神
倉
小

学
校
６
年
）
は
「
こ
の
日
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
。
将
来

は
韓
国
の
野
球
選
手
に
な
り

た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い

た
。
ま
た
、
和
歌
山
県
田
辺

市
立
会
津
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
の
２
日
の
野
球
教
室
に

は
、
地
元
の
小
学
生
ら
５５
人

が
参
加
し
た
。

同
野
球
教
室
は
２
０
１
３

年
１１
月
１６
日
か
ら
始
ま
っ

た
。
通
算
１０
回
目
。
孫
団
長

は
「
地
域
と
民
団
が
草
の
根

交
流
を
重
ね
て
い
く
こ
と

で
、
民
団
の
ア
ピ
ー
ル
に
も

な
る
。
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
こ
れ
か
ら
も

見
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
た
。

練
習
に
汗
を
流
す
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

雑
貨
と
文
具
・
紙
製
品
を

中
心
と
し
た
大
規
模
な
国
際

商
談
展
が
江
東
区
の
国
際
展

示
場「
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
」

で
開
催
さ
れ
た
。
出
展
国
数

は
３９
カ
国
。
韓
国
か
ら
は
５１

社
が
参
加
し
、
各
パ
ビ
リ
オ

ン
で
自
慢
の
ア
イ
デ
ア
商
品

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

国
際
雑
貨
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
会
場

の
韓
国
パ
ビ
リ
オ
ン

写
真

を
見
る
と
、
「
日
本
初
上

陸
」の
貼
り
紙
が
目
立
っ
た
。

Ｚ
Ｅ
Ｕ
Ｐ

Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
社
の
「
プ

ー
ル
リ
ー
フ
」
は
米
国
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
輸
出
し
て
い
る

が
、日
本
は
こ
れ
が
初
出
展
。

風
に
そ
よ
ぐ
草
を
模
し
た
ボ

ー
ル
ペ
ン
だ
。
イ
ン
テ
リ
ア

性
に
優
れ
て
お
り
、
同
社
の

担
当
者
も
「
商
品
に
は
絶
対

の
自
信
が
あ
る
」と
語
っ
た
。

「
東
急
ハ
ン
ズ
で
取
り
扱
っ

て
く
れ
れ
ば
」
と
希
望
し
て

い
る
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ー
ス

ト
社
は
新
開
発
の
子
供
用
の

マ
ス
ク
を
出
展
し
た
。
フ
ィ

ル
タ
ー
は
三
重
構
造
で
取
り

替
え
が
可
能
。
ウ
ィ
ル
ス
や

黄
砂
を
約
９５
％
遮
断
す
る
と

い
う
。
フ
レ
ー
ム
に
は
同
社

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
３
Ｄ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
入
り
。
韓
国
国
内
で

は
９
月
か
ら
売
り
出
す
予
定

だ
。
中
国
進
出
も
狙
っ
て
い

る
と
い
う
。

Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
社
は
ソ

フ
ァ
や
椅
子
の
下
に
敷
く
こ

と
で
姿
勢
を
正
し
て
く
れ
る

と
い
う
「
エ
ヴ
ァ
ク
ッ
シ
ョ

ン
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
Ｅ

Ｖ
Ａ
素
材
で
湿
気
に
強
く
、

ほ
こ
り
が
出
な
い
。
卸
価
格

は
１
９
０
０
円
程
度
を
想
定

し
て
い
る
。

今
回
の
商
談
展
を
主
催
し

た
株
式
会
社
リ
ー
ド
エ
グ
ジ

ビ
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
（
東
京

・
新
宿
区
）
に
よ
れ
ば
、
バ

イ
ヤ
ー
来
場
者
は
６
日
か
ら

８
日
ま
で
の
３
日
間
で
６
万

５
０
０
０
人
に
の
ぼ
っ
た
。

会
長
に
成
田
晋
氏

青
森
県
日
韓
協
連

【
青
森
】
青
森
県
日
韓
親

善
協
会
連

合
会
（
杉

本
康
雄
会

長
）
の
新

会
長
に
４
日
、成
田
晋
氏（
株

式
会
社
青
森
銀
行
頭
取
）
が

就
任
し
た
。
総
会
は
青
森
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
約

１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

活
動
方
針
は
青
森
―
ソ
ウ

ル
便
の
利
用
促
進
な
ど
。
１０

月
に
は
４
日
間
の
日
程
で
訪

韓
団
を
予
定
し
て
い
る
。

同
連
合
会
は
青
森
、弘
前
、

西
北
五
地
方
、
上
十
三
、
八

戸
の
５
地
区
日
韓
協
で
構
成

し
て
い
る
。

新
税
制
で
説
明
会

民
団
広
島
と
総
領
事
館

【
広
島
】
２
０
１
８
年
か

ら
施
行
さ
れ
る
「
金
融
情
報

自
動
交
換
制
度
」
に
つ
い
て

の
在
日
同
胞
向
け
説
明
会
が

８
日
、
広
島
韓
国
会
館
で
あ

っ
た
。
民
団
広
島
本
部
（
李

英
俊
団
長
）
が
駐
広
島
韓
国

総
領
事
館（
徐
張
恩
総
領
事
）

と
共
催
し
た
。

こ
の
「
自
動
情
報
交
換
」

と
は
、
法
定
調
書
な
ど
か
ら

把
握
し
た
非
居
住
者
へ
の
利

子
・
配
当
・
使
用
料
な
ど
の

支
給
に
関
す
る
情
報
を
、
利

子
な
ど
の
支
払
国
の
税
務
当

局
か
ら
受
領
国
の
税
務
当
局

へ
送
付
す
る
も
の
で
、
経
済

取
引
や
資
産
の
移
転
な
ど
に

よ
る
脱
税
お
よ
び
租
税
回
避

行
為
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

団
員
の
関
心
は
高
く
、
３５

人
が
参
加
し
た
。

ダ
ム
工
事
で
犠
牲

徴
用
同
胞
を
慰
霊

民
団
高
知
本
部

【
高
知
】
民
団
高
知
本
部

（
鄭
慶
文
団
長
）
は
５
日
、

高
岡
郡
四
万
十
町
に
あ
る
津

賀
ダ
ム
平
和
記
念
碑
（
「
四

万
十
平
和
の
塔
」）を
訪
れ
、

ダ
ム
建
設
で
犠
牲
と
な
っ
た

同
胞
を
慰
霊
し
た
。

第
２
次
大
戦
中
、
津
賀
ダ

ム
の
建
設
に
は
韓
半
島
か
ら

約
２
０
０
人
が
本
人
の
意
に

反
し
て
駆
り
出
さ
れ
た
。
難

工
事
だ
っ
た
た
め
、
隧
道
で

の
事
故
死
や
川
で
の
水
死
な

ど
で
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し

た
。
遺
体
は
地
域
の
共
同
墓

地
や
山
中
に
無
縁
仏
と
し
て

埋
葬
さ
れ
た
。

記
念
碑
は
自
主
的
な
高
校

生
サ
ー
ク
ル
「
幡
多
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
」
（
宿
毛
市
山
奈
町
）

が
２
０
０
９
年
８
月
に
建
立

し
た
。
高
さ
２
・
３

、
幅

１
・
２

。
ダ
ム
の
導
水
路

工
事
で
出
た
と
思
わ
れ
る
石

を
３
０
０
個
拾
い
集
め
て
積

み
上
げ
た
。
石
塔
の
先
端
部

は
韓
国
の
国
鳥
、
カ
サ
サ
ギ

を
表
す
。
内
部
に
は
無
名
墓

８
カ
所
か
ら
採
取
し
た
土
を

壺
に
入
れ
て
納
め
た
。

民
団
高
知
は
１３
年
か
ら
慰

霊
活
動
を
引
き
継
い
だ
。
今

年
は
７
人
が
参
加
。
現
地
を

訪
れ
、
慰
霊
碑
の
世
話
人
か

ら
話
を
聞
き
、
先
人
の
苦
労

に
思
い
を
馳
せ
て
き
た
。

世
話
人
は
「
当
時
は
私
も

小
学
生
。
親
た
ち
も
朝
鮮
人

だ
か
ら
と
い
っ
て
差
別
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
お
互
い

に
食
べ
物
を
分
け
合
っ
た

り
、
一
緒
に
学
校
に
行
っ
た

り
し
て
い
た
」
と
話
し
た
。

同
本
部
の
関
係
者
は
「
世

話
人
の
方
も
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。
飯
場
の
あ
っ
た
場

所
な
ど
い
ま
の
う
ち
に
記
録

と
し
て
残
し
て
い
か
な
い

と
、
誰
も
分
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
民
団
と
し
て
こ

れ
か
ら
な
に
か
で
き
な
い
か

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
述
べ
た
。

石
橋
学
氏
講
師
に

記
者
・
市
民
セ
ミ
ナ
ー

民
団
中
央
本
部
は
第
２
０

３
回
記
者
・
市
民
セ
ミ
ナ
ー

を
今
月
２２
日
、
韓
国
中
央
会

館
（
東
京
・
港
区
）
で
開
催

す
る
。
講
師
は
神
奈
川
新
聞

取
材
班
の
石
橋
学
次
長
。
同

紙
に
連
載
中
の
シ
リ
ー
ズ

「
時
代
の
正
体
」
（
権
力
は

か
く
も
暴
走
す
る
）
に
焦
点

を
あ
て
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

問
題
な
ど
を
語
る
。

１８
時
開
始
。
無
料
。
申
し

込
み
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
０３
―
３
４
５

４
―
４
６
１
４
ま
た
は
メ
ー

ルce–bae@
m

indan.o
rg

。
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
の
こ
と
。

「四万十平和の塔」と民団関係者

国
際
雑
貨
商
談
展

韓
国
パ
ビ
リ
オ
ン

決勝は白熱「韓日戦」に
第１０回民団中央団長杯オリニフットサル全国大会

日本初上陸目白押し日本初上陸目白押し

韓
日
友
情
の
華
マ
ッ
コ
リ
誕
生

日本産米×韓国の小麦麹

伝統技法で醸造
山武郡芝山町で工房開き

ボ
ウ
リ
ン
グ
で
暑
気
払
い

在日韓人歴史資料館企画展
遺族が写真２３０枚提供

少
年
野
球
指
導

１０
回
目

民
団
和
歌
山

地
域
貢
献
の
一
環

映
画「
在
日
」
呉
徳
洙
監
督
し
の
ぶ

（４）２０１６年７月１３日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２８４４号



【
茨
城
】
県
内
最
大
級
の

ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
、
大
洗
海

岸
で
１０
日
、
子
ど
も
た
ち
が

地
引
き
網
を
体
験
し
た
。
民

団
茨
城
・
中
央
支
部
（
許
順

男
支
団
長
）
が
「
支
部
活
性

化
事
業
」
と
し
て
計
画
。
他

の
５
支
部
が
共
催
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
「
ヨ
イ
ッ

シ
ョ
」
と
調
子
を
合
わ
せ
る

支
部
役
員
の
か
け
声
に
合
わ

せ
、
二
手
に
分
か
れ
て
大
人

と
一
緒
に
力
い
っ
ぱ
い
網
を

引
っ
張
っ
た
。
網
の
中
に
は

小
ぶ
り
の
い
わ
し
、こ
は
だ
、

さ
ば
な
ど
が
い
っ
ぱ
い
。
子

ど
も
た
ち
は
素
手
で
飛
び
跳

ね
る
魚
の
感
触
を
楽
し
ん
で

い
た
。
こ
の
後
も
輪
投
げ
、

す
い
か
割
り
を
楽
し
み
、
許

支
団
長
か
ら
景
品
の
ク
オ
カ

ー
ド
を
受
け
取
っ
た
。

こ
の
日
の
参
加
者
は
１
８

０
人
。
昨
年
に
続
い
て
中
央

支
部
団
員
の
誘
い
を
受
け
た

日
本
人
の
釣
仲
間
も
家
族
連

れ
で
加
わ
り
、
一
緒
に
な
っ

て
キ
ム
チ
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

料
理
を
楽
し
ん
だ
。
茨
城
大

学
か
ら
は
韓
国
人
留
学
生
も

４
人
参
加
。
「
韓
国
で
は
味

わ
え
な
い
体
験
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
た
。

被災者の期待を背負って調理に汗を流す青商会員

【
熊
本
】
大
阪
韓
国
青
年

商
工
会
（
金
洋
平
会
長
）
は

１
、
２
の
両
日
、
熊
本
地
震

で
被
災
し
た
住
民
の
避
難
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
上
益
城

郡
益
城
町
立
広
安
西
小
学
校

で
炊
き
出
し
を
行
っ
た
。
会

員
１８
人
が
青
商
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
あ
し
ら
っ
た
そ
ろ

い
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
姿
で
汗
を

か
い
た
。
民
団
熊
本
本
部
か

ら
も
役
員
ら
が
応
援
に
出
向

い
た
。

１
日
目
の
夕
食
メ
ニ
ュ
ー

は
プ
ル
コ
ギ
、
チ
ヂ
ミ
、
わ

か
め
ス
ー
プ
、
ご
飯
、
焼
き

め
し
。
テ
ン
ト
の
前
に
は
行

列
が
で
き
た
。
チ
ヂ
ミ
を
初

め
て
食
べ
た
と
い
う
住
民
の

姿
も
目
立
っ
た
。
２
日
目
は

お
昼
に
た
こ
焼
き
と
焼
き
そ

ば
を
調
理
し
て
提
供
し
た
。

食
材
は
２
日
間
で
準
備
し
た

約
３
０
０
人
分
を
す
べ
て
使

い
切
っ
た
。

炊
き
出
し
の
合
間
を
ぬ
っ

て
、
サ
ッ
カ
ー
好
き
な
男
の

子
た
ち
と
は
一
緒
に
な
っ
て

ボ
ー
ル
を
蹴
っ
た
。
ス
ー
パ

ー
ボ
ウ
ル
を
浮
か
べ
た
大
き

な
す
く
い
用
プ
ー
ル
に
も
子

ど
も
た
ち
の
人
だ
か
り
が
で

き
た
。

今
回
の
炊
き
出
し
は
金
会

長
の
発
案
。
今
年
４
月
の
総

会
で
会
長
に
選
ば
れ
た
と

き
、
そ
の
場
で
会
員
に
呼
び

か
け
た
。
金
会
長
は
「
被
災

者
の
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
っ
た
こ
と
で
疲
れ
を
感
じ

な
か
っ
た
。
特
に
子
ど
も
の

笑
顔
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
や

っ
て
よ
か
っ
た
」と
話
し
た
。

夏
休
み
を
目
前
に
控
え
、
各
地
の
民
団
や
青
年
会
で
は
オ
リ
ニ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
夏
休
み
を
活
用
し
た
次
世

代
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
。
海
・
山
・
川
な
ど
で
の
自
然
体
験
型
を
は
じ
め
、
日
帰
り
の
バ
ー
ベ
ー
キ
ュ
ー
や
プ

ー
ル
・
遊
び
な
ど
、
地
方
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
る
。
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
寝
食
を
と
も
に
し
な
が
ら
の
仲

間
づ
く
り
は
、
貴
重
な
体
験
と
な
る
。
毎
年
、
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
と
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
歓
声
が
飛
び
交
い
、
「
来
年
も

絶
対
来
る
」
と
い
う
リ
ピ
ー
タ
ー
の
オ
リ
ニ
も
多
い
。

東
京
で
は
青
年
会
が
主
催

し
て
８
月
１９
日
か
ら
２
泊
３

日
間
の
オ
リ
ニ
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
を
開
催
す
る
。
今
年
は

山
梨
県
の
石
和
温
泉
郷
。
同

青
年
会
が
初
開
催
し
た
の
は

１
９
８
０
年
で
３６
年
の
歴
史

を
持
つ
。
か
つ
て
参
加
し
た

オ
リ
ニ
た
ち
が
青
年
・
学
生

と
な
り
、
「
今
度
は
私
が
オ

リ
ニ
の
世
話
を
」
と
運
営
ス

タ
ッ
フ
に
志
願
す
る
パ
タ
ー

ン
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。

特
徴
は
、
学
生
会
や
青
年

会
員
の
予
備
軍
で
も
あ
る
高

校
生
た
ち
を
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
運
営
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
る
こ
と
だ
。
今
年
も

１
０
０
人
規
模
の
オ
リ
ニ
の

参
加
を
め
ざ
し
て
い
る
。

こ
こ
数
年
、
隣
県
地
方
と

の
合
同
開
催
も
増
え
て
い
る

が
、
神
奈
川
と
静
岡
は
合
同

で
８
月
５
日
か
ら
２
泊
３
日

で
開
催
。
両
県
と
も
代
表
的

な
海
水
浴
場
が
多
い
中
、
今

年
は
高
原
を
選
ん
だ
。
足
柄

山
地
に
あ
る
自
然
体
験
型
キ

ャ
ン
プ
場「
ふ
れ
あ
い
の
村
」

で
野
外
炊
事
を
は
じ
め
、
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
な
ど
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画

し
て
い
る
。

埼
玉
と
西
東
京
も
初
合
同

で
７
月
２２
日
か
ら
２
泊
３
日

間
、
群
馬
県
の
尾
瀬
で
自
然

体
験
型
キ
ャ
ン
プ
を
予
定
。

千
葉
、
山
梨
、
群
馬
、
栃
木

は
４
県
合
同
で
開
催
し
、
広

域
地
域
の
交
流
を
め
ざ
す
。

群
馬
県
立
東
毛
青
少
年
自
然

の
家
で
８
月
１７
日
か
ら
２
泊

３
日
間
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の

自
炊
や
韓
国
文
化
体
験
な
ど

で
輪
を
広
げ
、
「
サ
フ
ァ
リ

パ
ー
ク
」
に
も
行
く
。

同
胞
過
疎
地
方
の
長
崎
と

佐
賀
も
「
海
の
日
」
の
７
月

１８
日
に
合
同
で
佐
賀
県
の
名

所
、
虹
の
松
原
で
日
帰
り
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。
海
水

浴
の
合
間
に
ス
イ
カ
割
り
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
で
夏
を

満
喫
す
る
。

民
団
施
設
活
用
も

民
団
の
施
設
を
活
用
す
る

の
が
大
阪
の
八
尾
支
部
と
住

吉
住
之
江
支
部
だ
。
宿
泊
設

備
を
持
つ
八
尾
支
部
は
同
支

部
会
館
で
８
月
６
日
か
ら
１

泊
２
日
で
韓
国
語
、
韓
国
文

化
学
習
の
ほ
か
、
駐
車
場
を

利
用
し
て
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
企

画
し
て
い
る
。
住
吉
住
之
江

も
７
月
２３
日
に
支
部
会
館
で

寝
泊
ま
り
し
て
同
様
の
企
画

を
準
備
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
国
の
小
学
生
を

招
待
し
て
交
流
す
る
の
が
和

歌
山
。
８
月
１
日
に
地
元
同

胞
オ
リ
ニ
と
一
緒
に
県
内
や

神
戸
、
大
阪
の
人
気
ス
ポ
ッ

ト
を
巡
る
。

網の中に手を入れる子どもも

新
宿
韓
国
商
人
連
合
会

（
呉
永
錫
会
長
）
は
６
月
２８

日
、
新
宿
区
役
所
を
訪
れ
、

熊
本
地
震
で
被
害
を
受
け
た

被
災
者
へ
の
義
援
金
を
吉
住

健
一
区
長
に
寄
託
し
た

写

真
。連

合
会
を
代
表
し
て
呉
会

長
が
、
「
熊
本
の
被
災
者
の

苦
し
み
は
新
宿
区
大
久
保
に

住
む
韓
国
人
も
み
ん
な
共
有

し
て
い
る
。
少
し
で
も
助
け

に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
た
」
と

趣
旨
を
説
明
。
吉
住
区
長
は

「
み
な
さ
ん
の
気
持
ち
は
と

て
も
あ
り
が
た
い
」
と
謝
意

を
述
べ
た
。

同
連
合
会
は
５
月
１７
日
か

ら
１
週
間
、
加
盟
２１
店
舗
で

マ
ッ
コ
リ
の
販
売
促
進
を
兼

ね
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
た
。
各
商
店
主
が

期
間
中
の
収
益
の
一
部
を
義

援
金
と
し
て
捻
出
し
、
趣
旨

に
賛
同
し
た
韓
国
の
農
林
畜

産
食
品
部
と
社
団
法
人
韓
国

マ
ッ
コ
リ
協
会
も
寄
付
し

た
。
計
６２
万
５
０
０
円
。
連

合
会
の
役
員
７
人
、
韓
国
マ

ッ
コ
リ
協
会
か
ら
朴
成
基
会

長
ら
が
随
行
し
た
。

熊
本
市
に
５０
万
円

在
外
同
胞
婦
人
団
体

在
外
同
胞
婦
人
の
団
体
で

あ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
オ
リ

ニ
財
団
」
日
本
支
部
（
尹
珍

順
会
長
）
は
１
日
、
熊
本
市

役
所
に
大
西
一
史
市
長
を
訪

れ
、
熊
本
地
震
被
災
者
へ
の

義
援
金
を
伝
達
し
た
。
こ
の

日
、
尹
会
長
と
文
春
子
ア
ジ

ア
理
事
ら
日
本
支
部
役
員
の

ほ
か
、
民
団
熊
本
本
部
の
金

泰

団
長
、
崔
相
哲
事
務
局

長
も
同
行
。
会
員
か
ら
の
募

金
の
ほ
か
、
新
大
久
保
コ
リ

ア
ン
タ
ウ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
で

得
た
チ
ヂ
ミ
販
売
の
収
益
と

あ
わ
せ
５０
万
円
を
贈
っ
た
。

同
財
団
は
９８
年
の
韓
国
Ｉ

Ｍ
Ｆ
金
融
危
機
時
に
失
職
し

た
人
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

在
米
同
胞
の
オ
モ
ニ
た
ち
が

募
金
を
集
め
、
外
貨
を
韓
国

に
送
っ
た
こ
と
か
ら
発
足
し

た
。
そ
れ
以
来
、
世
界
の
子

ど
も
た
ち
を
救
援
す
る
活
動

を
続
け
る
。

会
員
は
北
米
を
中
心
に
日

本
や
韓
国
、
香
港
な
ど
に
２０

支
部
約
４
０
０
０
人
。
日
本

で
も
２
０
０
人
を
数
え
る
。

【
埼
玉
】
新
定
住
者
に
民

団
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

各
種
行
事
へ
の
参
加
を
促
す

「
新
旧
定
住
同
胞
和
合
交
流

の
集
い
」
が
２
日
、
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
の
埼
玉
韓
国
会

館
で
開
か
れ
た
。
会
場
に
は

日
本
に
定
住
し
て
か
ら
２０
年

余
、
な
か
に
は
３０
年
以
上
の

長
き
に
わ
た
る
と
い
う
１
３

０
人
が
参
加
し
た
。

民
団
埼
玉
本
部
の
景
民
杓

さ
ん
（
同
本
部
常
任
顧
問
）

が「
民
団
創
立
と
そ
の
意
義
」

と
題
し
て
記
念
講
演
。
新
潟

を
除
く
日
本
全
国
９
カ
所
の

在
外
公
館
が
在
日
同
胞
の
浄

財
で
建
設
さ
れ
た
こ
と
、
ソ

ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
当
時
の

１
０
０
億
円
募
金
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

事
態
で
の
外
貨
預
金
な
ど
を

挙
げ
、
「
在
日
同
胞
の
み
な

さ
ん
、
誇
り
に
思
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

呉
錦
子
さ
ん
は
こ
れ
ま
で

子
育
て
に
忙
し
く
、
民
団
会

館
に
足
を
運
ん
だ
の
は
こ
れ

が
初
め
て
。
呉
さ
ん
と
連
れ

立
っ
て
き
た
文
貞
姫
さ
ん
も

「
来
た
い
と
は
思
っ
て
い
た

が
、き
っ
か
け
が
な
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
気
軽
な
気
持
ち

で
来
た
い
」
と
話
し
た
。

朴
貞
順
さ
ん
は
「
在
日
同

胞
が
住
み
や
す
い
日
本
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
民
団
が
果

た
し
て
き
た
役
割
を
初
め
て

知
っ
た
。
民
団
の
ご
苦
労
に

感
銘
し
た
」
と
い
う
。
金
楠

心
さ
ん
も
「
民
団
が
交
渉
し

て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
再
入

国
制
度
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と

を
初
め
て
知
っ
た
。
こ
れ
ま

で
在
日
の
た
め
に
日
本
政
府

が
自
ら
や
っ
て
く
れ
た
も
の

だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
」

と
述
べ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
民
団

埼
玉
の
田

団
長
が
今
後

の
民
団
行
事
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
た
。

関
西
の
韓
国
学
校

４
校
訪
ね
奨
学
金

在
日
３
世
の
奨
学
会

財
団
法
人
ラ
ッ
シ
ュ
＆
キ

ャ
ッ
シ
ュ
培
貞
奨
学
会
（
崔

潤
理
事
長
、
ソ
ウ
ル
）
は
６

月
２４
日
、
建
国
、
金
剛
、
京

都
国
際
学
園
、
コ
リ
ア
国
際

学
園
を
訪
問
。
各
校
か
ら
合

わ
せ
て
６７
人
の
学
生
を
選
抜

し
、奨
学
証
書
を
授
与
し
た
。

こ
れ
は
在
日
韓
国
学
校
の

発
展
と
同
胞
人
材
の
育
成
を

目
的
と
し
て
い
る
。
在
日
３

世
の
崔
理
事
長
は
２
０
１
５

年
か
ら
５
年
間
、
約
６
億

の
支
援
を
約
束
し
、
関
西
と

関
東
の
韓
国
学
校
で
実
施
し

て
き
た
。

崔
理
事
長
は
「
後
輩
た
ち

が
学
業
に
専
念
で
き
る
よ
う

手
助
け
し
た
い
。
日
本
に
住

ん
で
い
て
も
常
に
韓
国
人
と

し
て
の
自
負
を
忘
れ
ず
、
一

生
懸
命
学
業
に
励
み
、
韓
国

と
日
本
を
つ
な
ぐ
懸
け
橋
の

役
割
を
果
た
し
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
た
。
崔
理
事
長
に

は
駐
日
韓
国
大
使
か
ら
感
謝

牌
が
伝
達
さ
れ
た
。

講演する景民杓常任顧問

「
第
６
次
２１
世
紀
の
朝

鮮
通
信
使

日
韓
友
情
ウ

オ
ー
ク
」
（
隔
年
開
催
）

が
来
年
、
１０
年
目
の
節
目

を
迎
え
る
。
現
在
、
参
加

者
を
募
集
中
。

ソ
ウ
ル
の
景
福
宮
を
４

月
１
日
出
発
し
、
４
月
２２

日
に
釜
山
入
り
。
４
月
２９

日
、
大
阪
か
ら
東
京
を
め

ざ
す
。
ゴ
ー
ル
の
日
比
谷

公
園
到
着
は
５
月
２２
日
を

予
定
し
て
い
る
。

日
本
か
ら
の
本
隊
員
は

３０
人
を
募
集
。
韓
国
国
内

か
ら
も
１５
人
が
加
わ
る
。

費
用
は
全
旅
程
で
６０
数
万

円
ほ
ど
。
遠
藤
靖
夫
隊
長

は
「
朝
鮮
通
信
使
の
ユ
ネ

ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
登
録

実
現
に
向
け
て
雰
囲
気
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
す
。
問
い
合
わ
せ
は

遠
藤
隊
長
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
と
も
０
４
８
・
８
７

４
・
２
６
３
４
）。

大西一史市長（左）に伝達

民
団
中
央
本
部
に

４
Ｋ
テ
レ
ビ
寄
贈

ゴ
ル
フ
の
金
庚
泰
選
手

「
全
英
へ
の
道
～
ミ
ズ
ノ

オ
ー
プ
ン
２
０
１
６
」
（
Ｊ

Ｆ
Ｅ
瀬
戸
内
海
ゴ
ル
フ
倶
楽

部

５
月
２６
～
２９
日
）
で
優

勝
し
た
金
庚
泰
選
手（
写
真
）

が
寄
贈
し
た
大
型
液
晶
テ
レ

ビ
（
５８
イ
ン
チ
）
が
７
日
、

韓
国
中
央
会
館
７
階
会
議
室

に
設
置
さ
れ
た
。

こ
の
テ
レ
ビ
は
三
菱
電
機

の
Ｌ
Ｃ
Ｄ
―
５８
Ｌ
Ｓ
１
、
５８

ｖ
型
で
、
４
Ｋ
対
応
だ
。
副

賞
と
し
て
授
与
さ
れ
た
も
の

で
、
「
民
団
の
役
に
た
て
れ

ば
」
と
の
金
選
手
の
意
向
を

受
け
、
Ｓ
Ｂ
Ｊ
銀
行
が
民
団

中
央
本
部
に
伝
達
し
た
。
金

選
手
は
新
韓
銀
行
の
所
属
。

今
季
日
本
ツ
ア
ー
は
５
戦
で

３
勝
と
好
調
だ
。

在
日
韓
国
青
年
会
・
東
京

Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ（
郭
邦
植
会
長
）

は
１０
日
、
東
京
都
足
立
区
の

舎
人
公
園
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

交
流
会
を
開
催
し
た
。
都
内

の
青
年
会
卒
会
者
と
そ
の
家

族
ら
約
６０
人
が

参
加
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は

牛
カ
ル
ビ
や
豚
バ
ラ
を
は
じ

め
、
シ
マ
チ
ョ
ウ
、
上
ミ
ノ

な
ど
。
サ
ン
チ
ュ
や
キ
ム
チ

類
も
た
っ
ぷ
り
準
備
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
再
会
す
る
参

加
者
も
多
く
、
会
場
で
は
武

勇
伝
や
恋
愛
伝
な
ど
現
役
時

代
に
謳
歌
し
た
思
い
出
話
で

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

こ
の
日
は
現
役
の
青
年
会

員
も
参
加
し
、
オ
リ
ニ
サ
マ

ー
キ
ャ
ン
プ
と

「
青
年
母
国
訪

問
」
の
参
加
を

呼
び
か
け
た
。

同
ク
ラ
ブ
で
は
１
周
年
を

記
念
し
て
１１
月
に
済
州
道
交

流
ツ
ア
ー
を
企
画
、
参
加
者

に
Ｐ
Ｒ
し
た
。

慶
南
観
光
協
が

兵
庫
県
を
訪
問

県
道
民
会
も
歓
迎

【
兵
庫
】
兵
庫
県
を
訪
問

し
た
慶
尚
南
道
観
光
協
会

（
尹
・
ヨ
ン
ホ
会
長
）
一
行

の
歓
迎
会
が
４
日
、
神
戸
市

内
で
開
か
れ
た
。
兵
庫
県
と

県
慶
尚
南
道
道
民
会
（
白
永

会
長
）
と
の
共
催
。
同
観

光
協
会
は
公
益
社
団
法
人
ひ

ょ
う
ご
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

（
神
戸
市
中
央
区
）
と
の
間

で
昨
年
９
月
、
「
観
光
交
流

促
進
に
関
す
る
合
意
書
」
を

交
わ
し
て
い
る
。

席
上
、
尹
会
長
は
「
商
品

開
発
や
観
光
、
政
策
の
共
有

を
通
じ
て
、
慶
尚
南
道
か
ら

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
兵
庫

県
を
訪
問
す
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
述
べ
た
。
井
戸
敏
三

知
事
も
「
県
民
が
慶
尚
南
道

に
た
く
さ
ん
訪
問
す
る
よ

う
、
県
と
し
て
も
尽
力
を
惜

し
ま
な
い
」
と
応
え
た
。

慶
尚
南
道
と
兵
庫
県
は
２

０
１
２
年
に
「
友
好
交
流
に

関
す
る
覚
書
」を
交
わ
し
た
。

昨
年
は
井
戸
知
事
ら
が
１
５

０
人
の
訪
問
団
を
結
成
し
て

慶
尚
南
道
を
訪
れ
る
な
ど
人

的
交
流
が
活
発
だ
。
慶
尚
南

道
と
県
の
間
を
橋
渡
し
し
て

き
た
白
会
長
は
「
韓
日
の
親

睦
交
流
、
善
隣
友
好
に
こ
れ

か
ら
も
協
力
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

兵庫県と歓迎会を共催した県慶
尚南道道民会の白永 会長（左
から２人目）

会
長
に
金
尚
弘
氏

体
育
会
中
北
総
会

【
愛
知
】
在
日
大
韓
体
育

会
中
北
本

部
（
李
豊

宏
会
長
）

の
新
会
長

に
金
尚
弘
氏
（
前
副
会
長
）

が
選
ば
れ
た
。

第
４３
回
定
期
総
会
は
６
月

１７
日
、
愛
知
韓
国
人
会
館
で

開
か
れ
、
３６
人（
委
任
状
含
）

が
出
席
。
民
団
愛
知
本
部
か

ら
朴
茂
安
団
長
ら
多
数
が
駆

け
付
け
た
。

金
新
会
長
は
「
体
育
会
の

長
い
歴
史
は
民
団
、
傘
下
団

体
、
各
支
部
の
三
位
一
体
で

今
日
ま
で
築
き
上
げ
ら
れ
て

き
た
。
こ
れ
か
ら
も
一
層
尽

力
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
た
。

こ
の
日
、
傘
下
団
体
の
ゴ

ル
フ
協
会
（
南
茂
会
長
）
と

蹴
球
協
会
（
姜
成
龍
会
長
）

の
定
期
総
会
も
あ
わ
せ
て
行

わ
れ
た
。

愛
知
韓
商
総
会

会
長
に
李
東
旭
氏

【
愛
知
】
愛
知
韓
国
商
工

会
議
所
の

新
会
長
に

会
長
代
行

を
務
め
て

き
た
李
東
旭
氏
が
選
ば
れ

た
。
就
任
の
あ
い
さ
つ
で
は

「
民
団
、
経
友
会
、
青
商
、

婦
人
会
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
広
げ
、
会
員
の
事
業

に
沿
っ
た
部
会
を
発
足
し
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

た
。
監
事
は
李
國
雄
と
柳
基

幸
の
両
氏
を
再
選
。

第
３７
期
定
期
総
会
は
６
月

２８
日
、
愛
知
韓
国
人
会
館
で

開
か
れ
た
。
一
般
社
団
法
人

在
日
韓
国
商
工
会
議
所
の
金

光
一
代
表
理
事
会
長
、
民
団

か
ら
梁
東
一
中
央
本
部
副
議

長
、
朴
茂
安
愛
知
本
部
団
長

ら
が
参
席
し
た
。

愛
知
韓
国
人
経
友
会

会
長
に
鄭
博
氏

愛
知
県
韓
国
人
経
友
会
の

新
会
長
に
は
前
副
会
長
の
鄭

博
氏
が
選

ば
れ
た
。

鄭
会
長
は

「
民
団
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
商
工
会

と
手
を
携
え
な
が
ら
尽
力
し

て
い
く
」
と
述
べ
た
。
監
事

は
李
信
輝
と
姜
康
行
の
両
氏

を
再
選
し
た
。
第
５３
回
定
期

総
会
は
６
月
２８
日
、
愛
知
韓

国
人
会
館
で
開
か
れ
た
。
民

団
愛
知
本
部
か
ら
朴
茂
安
団

長
ら
が
出
席
し
た
。

被
災
者
と
痛
み
を
共
有

新
宿
韓
国
商
人
連
は
義
援
金

区に寄託

ク
ラ
ブ
結
成
１
年

１１
月
に
訪
韓
旅
行

仲
間
づ
く
り
後
押
し

オ

リ

ニ

キ
ャ
ン
プ

合
同
開
催
増
え
る
各地民団、青年会

新定住者招き交流
埼玉「同胞和合の集い」

民団の歴史と意義を共有

お
魚
く
ん

い
っ
ぱ
い

子
ど
も
た
ち
が
地
引
き
網
体
験

避
難
所
で
炊
き
出
し

大
阪
青
商

韓
国
食
な
ど
３００
人
分

２１
世
紀
の
朝
鮮
通
信
使

来
春
が
１０
年
目

参
加
者
募
集
中

青年会東京ＯＢが交歓

中央支部

第２８４４号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１６年７月１３日（水曜日）（５）
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展示会

公 演

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
～
地
上
８
０
０
０
メ
ー

ト
ル

の
絆
～
」
の
ワ
ン
シ
ー
ン

	C2015
C

J
E

&
M

C
orporation,A

llR
ights

R
eserved

婦
人
会
東
京
本
部
（
河
貴

明
会
長
）
主
宰
の
「
国
際
伝

統
文
化
教
室
」
で
学
ぶ
生
徒

た
ち
に
よ
る
「
第
３
回
国
際

伝
統
文
化
フ
ェ
ス
テ
イ
バ

ル
」
が
９
日
、
東
京
・
新
宿

の
韓
国
文
化
院
で
あ
っ
た
。

会
場
を
埋
め
た
３
０
０
人
の

観
客
を
前
に
韓
国
民
謡
、
韓

国
舞
踊
、
チ
ャ
ン
ゴ
、
カ
ヤ

グ
ム
、
五
面
太
鼓
な
ど
で
い

ち
だ
ん
と
習
熟
し
た
演
技
を

見
せ
た
。

民
団
大
田
支
部
チ
ャ
ン
ゴ

チ
ー
ム
（
リ
ー
ダ
ー
、
兪
暁

久
さ
ん
）
に
よ
る
タ
ル
チ
ュ

ム
と
サ
ム
ル
ノ
リ
で
ス
タ
ー

ト
。
印
象
的
な
演
出
で
観
衆

の
注
目
を
集
め
た
。

「
韓
国
カ
ラ
オ
ケ
教
室
」

は
１１
人
が
出
演
。
「
サ
ラ
ン

ヘ
」な
ど
４
曲
を
披
露
し
た
。

同
教
室
の
初
代
講
師
、
金
日

権
さ
ん
は
「
高
齢
な
の
に
３

年
前
よ
り
元
気
。
声
も
よ
く

出
て
い
た
」
と
上
達
ぶ
り
を

認
め
た
。
メ
ン
バ
ー
の
河
榮

希
さ
ん
（
８３
）
は
「
私
自
身

の
体
が
楽
器
。
発
声
練
習
の

前
に
ス
ク
ワ
ッ
ト
で
鍛
え
て

い
る
」
と
い
う
。
呉
和
子
さ

ん
（
７３
）
も
「
い
い
運
動
に

な
る
。
夜
の
ご
飯
が
お
い
し

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

観
客
の
高
哲
明
さ
ん
は
若

い
女
性
２
人
の
創
作
剣
舞
が

お
気
に
入
り
。
「
第
１
回
目

か
ら
注
目
し
て
見
て
い
る
。

動
き
が
い
ち
だ
ん
と
洗
練
さ

れ
て
き
た
」
と
語
っ
た
。

東
京
日
韓
親
善
協
会
連
合

会
（
保
坂
三
蔵
会
長
）
は
日

本
の
民
俗
芸
能
で
舞
台
に
花

を
添
え
た
。
婦
人
会
中
野
支

部
の
趙
新
連
会
長
は
「
去
年

よ
り
企
画
が
い
い
。
見
応
え

が
あ
っ
た
」
と
語
っ
た
。
民

団
東
京
本
部
の
金
秀
吉
団
長

が
祝
辞
を
述
べ
た
。

漢
陽
大
学
で
建
築
を
教
え
る

冨
井
正
憲
教
授
に
、
ソ
ウ
ル
の

梨
花
洞
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た

の
は
２
年
前
だ
。

大
学
路
で
待
ち
合
わ
せ
、
ま

ず
マ
ロ
ニ
エ
公
園
の
奥
に
あ
る

セ
ッ
テ
博
物
館
に
向
か
っ
た
。

セ
ッ
テ
と
は
錠
前
。
薄
暗
い

館
内
に
は
、
ど
っ
し
り
と
重
み

の
あ
る
錠
前
が
ず
ら
り
と
並
ん

で
い
る
。
家
具
に
付
け
た
か
わ

い
い
錠
も
。
木
製
の
大
門
に
あ

る
ピ
ッ
チ
ャ
ン
（
か
ん
ぬ
き
）

に
は
、
亀
や
鯉
な
ど
の
愛
ら
し

い
意
匠
も
。
庶
民
の
手
垢
の
つ

い
た
物
が
並
ぶ
こ
ん
な
博
物
館

が
、
私
は
大
好
き
だ
。

こ
こ
の
館
長
が
梨
花
洞
の
町

お
こ
し
を
し
て
い
る
と
聞
い

て
、
私
の
胸
は
高

鳴
っ
た
。

裏
手
に
は
、
車

も
通
れ
な
い
急
勾
配
が
あ
る
。

す
ぐ
下
は
お
し
ゃ
れ
な
繁
華
街

な
の
に
、
坂
道
を
上
る
と
、
と

た
ん
に
ひ
な
び
た
町
に
な
る
。

こ
こ
が
梨
花
洞
だ
。

住
民
の
生
活
用
具
や
写
真
な

ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
マ
ウ
ル

博
物
館
も
あ
る
。

「
あ
そ
こ
も
、
あ
そ
こ
も
」

と
、
冨
井
先
生
が
次
々
と
指
さ

す
。
セ
ッ
テ
博
物
館
の
館
長
が

改
修
中
の
家
だ
と
言
う
。

１
９
５
０
年
代
に
文
化
住
宅

と
し
て
建
て
ら
れ
た
小
さ
な
二

階
建
て
は
、
ど
こ
か
日
本
家
屋

を
思
わ
せ
る
。
老
朽
化
し
た
数

軒
を
買
い
取
り
、
博
物
館
や
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
を
作
っ
て
い
る
そ

う
だ
。

冨
井
先
生
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
歩
い
て
行
く
と
、
麦
わ
ら

帽
子
を
被
っ
て
作
業
中
の
人
が

い
た
。
セ
ッ
テ
博
物
館
館
長
、

梨
花
洞
マ
ウ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

仕
掛
け
人
、
チ
ェ
・
ホ
ン
ギ
ュ

さ
ん
（
５８
）
だ
。

「
ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
で
デ

ザ
イ
ン
を
勉
強
し
て
い
る
息
子

が
夏
休
み
で
帰
省
し
た
時
、
浄

化
槽
の
穴
を
掘
れ
と
言
っ
た

ら
、
な
ん
で
自
分
が
こ
ん
な
こ

と
を
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
か

と
文
句
を
言
う
ん
で
す
。
今
こ

の
作
業
が
で
き
る
の
は
、
私
と

お
ま
え
の
二
人
し
か
い
な
い
と

言
っ
て
、
手
伝
わ
せ
ま
し
た
」

日
焼
け
し
た
顔
で
チ
ェ
さ
ん

は
笑
っ
た
。
機
械
の
入
れ
な
い

狭
い
場
所
は
、
手
で
掘
っ
て
土

砂
を
運
び
出
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。
ま
る
で
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
並

み
の
が
む
し
ゃ
ら
さ
だ
。

鍛
冶
屋
で
修
行
を
積
み
、
や

が
て
ソ
ウ
ル
の
江
南
で
「
崔
家

鉄
物
店
」
と
い
う
金
物
屋
を
営

ん
だ
チ
ェ
さ
ん
は
、
持
ち
前
の

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
ス
の
良
さ
で
多

く
の
顧
客
を
獲
得
し
、
財
を
成

し
た
。

し
か
し
江
南
暮
ら
し
に
は
馴

染
め
ず
、
い
ず
れ
は
江
北
の
ど

こ
か
に
定
着
し
た
い
と
夢
見
て

い
た
。
都
市
の
再
開
発
に
取
り

残
さ
れ
た
梨
花
洞
は
、
ま
さ
に

チ
ェ
さ
ん
が
探
し
求
め
て
い
た

場
所
だ
っ
た
。
元
か
ら
い
る
住

民
と
仲
良

く
共
存
し

な
が
ら
、

古
い
町
に

新
し
い
息

を
吹
き
込

ん

で

い

く
。
そ
れ

が
チ
ェ
さ

ん
の
夢
見

る
町
お
こ

し
だ
。

最
近
私

は
友
人
を
誘
っ
て
、
再
び
梨
花

洞
に
出
か
け
て
み
た
。
セ
ッ
テ

博
物
館
の
内
容
は
、
さ
ら
に
充

実
し
て
い
る
。
上
り
坂
の
壁
画

の
前
で
は
、
た
く
さ
ん
の
中
国

人
観
光
客
が
写
真
を
撮
っ
て
い

た
。
家
々
の
改
修
も
進
み
、
小

さ
な
博
物
館
や
工
房
、
コ
ー
ヒ

ー
シ
ョ
ッ
プ
が
い
く
つ
も
で
き

て
い
る
。
平
日
な
の
に
地
域
を

巡
る
ツ
ア
ー
の
参
加
者
が
順
番

待
ち
す
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
だ
。

麦
わ
ら
帽
子
姿
の
チ
ェ
さ
ん

に
、
ま
た
出
会
っ
た
。
挨
拶
す

る
と
そ
っ
と
手
招
き
し
て
、
ま

だ
公
開
し
て
い
な
い
家
の
中
を

見
せ
て
く
れ
た
。
魚
焼
き
網
が

額
に
入
っ
て
、
白
壁
を
飾
っ
て

い
る
。
こ
の
人
の
手
に
か
か
れ

ば
、
生
活
用
具
は
す
べ
て
ア
ー

ト
に
な
る
！

一
人
の
夢
が
住
民
の
心
を
動

か
し
、
や
が
て
行
政
を
動
か
し

た
。
梨
花
洞
マ
ウ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
現
在
も
着
々
と
進
行

中
。そ
の
進
化
の
様
子
を
、ま
た

見
に
出
か
け
た
い
。
（
作
家
）

国際伝統文化フェスティバルに出場した「韓国
カラオケ教室」の１１人は４曲を披露した

２
０
０
５
年
、
エ
ベ
レ
ス
ト
で
遭
難
し
た

後
輩
隊
員
の
遺
体
を
回
収
す
る
た
め
に
現
地

に
向
か
っ
た
登
山
家
、
厳
弘
吉
（
オ
ム
・
ホ

ン
ギ
ル
、
５７
）
さ
ん
率
い
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン

遠
征
隊
」
。
こ
の
実
話
を
基
に
し
た
、
イ
・

ソ
ク
フ
ン
監
督
の
映
画
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
～
地
上

８
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
絆
～
」
（
配
給


Ｃ

Ｊ

Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
）
が
今
月
３０
日
か
ら
、
東
京
の
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ト
ラ
ス
ト
シ
ネ
マ
有
楽
町
、
シ
ネ

マ
ー
ト
新
宿
ほ
か
全
国
で
順
次
公
開
さ
れ

る
。
主
な
舞
台
は
デ
ス
ゾ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る

標
高
８
７
５
０
�
の
地
。
過
酷
な
遠
征
に
挑

ん
だ
厳
さ
ん
に
聞
い
た
。

今
月
末
か
ら
順
次
公
開

０４
年
、
後
輩
隊
員
の
パ
ク

・
ム
テ
ク
さ
ん
は
初
の
隊
長

と
し
て
、
母
校
の
登
山
チ
ー

ム
を
率
い
て
エ
ベ
レ
ス
ト
登

頂
成
功
後
、
下
山
途
中
に
２

人
の
隊
員
と
と
も
に
遭
難
し

た
。８

７
５
０
�
の
と
こ
ろ
に

ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
ム
テ
ク

さ
ん
の
写
真
を
目
に
し
た
厳

さ
ん
は
「
凍
っ
た
状
態
で
彼

を
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
わ

け
に
は
い
か
な
い
、
彼
と
私

と
心
の
な
か
で
必
ず
解
決
す

る
と
約
束
し
た
」
。
そ
し
て

ム
テ
ク
さ
ん
の
妻
に
会
っ
た

と
き
、
泣
き
な
が
ら
「
遺
体

を
降
ろ
し
て
あ
げ
て
ほ
し

い
」
と
懇
願
さ
れ
た
の
も
理

由
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

８
０
０
０
�
峰
に
挑
戦
す

る
と
い
う
の
は
、
一
歩
一
歩

が
生
死
を
往
き
来
す
る
よ
う

な
も
の
。
隊
長
に
求
め
ら
れ

る
の
は
、
豊
富
な
経
験
を
元

に
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
に
対
処

す
る
能
力
だ
。

ム
テ
ク
さ
ん
は
厳
さ
ん
と

と
も
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
４
座
を
登

頂
し
た
。
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ

ン
ガ
で
は
約
８
５
０
０
�
の

地
点
で
ビ
バ
ー
グ
（
露
営
）

し
、生
死
の
境
を
経
験
し
た
。

厳
さ
ん
は
「
彼
に
は
リ
ー
ダ

ー
に
な
る
資
質
が
あ
る
と
思

っ
た
の
で
、
隊
長
と
し
て
チ

ー
ム
を
作
っ
て
や
っ
て
み
ろ

と
言
っ
た
」

２
人
は
単
純
な
岳
人
の
先

輩
、
後
輩
、
あ
る
い
は
隊
長

と
隊
員
と
い
う
関
係
で
は
な

く
、
兄
弟
や
家
族
よ
り
も
も

っ
と
深
い
友
情
で
つ
な
が
っ

て
い
た
。
厳
さ
ん
が
ム
テ
ク

さ
ん
と
関
わ
っ
て
き
た
往
年

の
メ
ン
バ
ー
を
集
め
、
遺
体

の
収
容
に
向
か
っ
た
の
は

「
当
然
」
と
も
言
え
た
。

山
頂
付
近
の
氷
壁
で
ム
テ
ク

さ
ん
を
発
見
、
下
山
を
試
み

る
が
、
氷
に
覆
わ
れ
た
遺
体

は
１
０
０
�
に
達
し
て
い

た
。
下
山
は
困
難
を
極
め
、

メ
ン
バ
ー
は
石
積
み
の
墓
を

つ
く
り
、
ム
テ
ク
さ
ん
を
埋

葬
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
残

る
２
人
の
隊
員
は
発
見
さ
れ

て
い
な
い
。

山
麓
の
村
々
に
学
校
１６
校
建
設
の
夢

厳
さ
ん
は
８５
年
冬
、
２５
歳

の
と
き
に
最
高
峰
で
あ
る
エ

ベ
レ
ス
ト
に
初
挑
戦
す
る
も

失
敗
。
８６
年
に
再
度
、
同
じ

ル
ー
ト
で
挑
む
が
失
敗
。
こ

の
と
き
、
シ
ェ
ル
パ
が
滑
落

し
て
亡
く
な
っ
た
。
成
功
し

た
の
は
８８
年
、
３
回
目
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
。

以
降
、
数
々
の
登
頂
に
成

功
し
、００
年
に
は
ア
ジ
ア
初
、

世
界
で
８
人
目
に
な
る
ヒ
マ

ラ
ヤ
１４
座
を
制
覇
。
さ
ら
に

０７
年
に
は
世
界
初
と
な
る
ヒ

マ
ラ
ヤ
８
０
０
０
�
峰
１６
座

を
完
登
し
た
。

こ
れ
ま
で
何
人
も
の
同
僚

を
亡
く
し
た
。
そ
の
都
度
自

責
の
念
に
か
ら
れ
る
。
一
方

で
、
厳
さ
ん
が
成
し
遂
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ

る
。
「
同
僚
の
死
と
い
う
の

は
頂
上
を
目
指
し
て
い
て
亡

く
な
っ
た
わ
け
で
す
。
夢
や

目
標
は
私
一
人
の
も
の
で
は

な
く
、そ
れ
は
同
僚
も
一
緒
。

だ
か
ら
僕
は
諦
め
て
は
い
け

な
い
、
必
ず
や
登
頂
に
成
功

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
覚

悟
を
決
め
る
」

１６
座
の
な
か
で
最
も
印
象

深
い
の
は
４
回
失
敗
し
、
５

回
目
で
登
頂
に
成
功
し
た
ア

ン
ナ
プ
ル
ナ（
８
０
９
１
�
）

だ
。
登
頂
過
程
で
３
人
の
仲

間
を
失
っ
た
。
７
６
０
０
�

地
点
の
と
き
、
滑
っ
て
落
ち

た
シ
ェ
ル
パ
を
助
け
よ
う
と

し
た
が
ロ
ー
プ
が
足
に
か
ら

ま
り
足
首
を
骨
折
、
足
が
１

８
０
度
回
転
し
た
よ
う
な
状

態
に
な
っ
た
。

そ
こ
か
ら
２
泊
３
日
か
け

て
４
５
０
０
�
地
点
ま
で
片

足
で
降
り
た
。
カ
ト
マ
ン
ズ

の
病
院
で
は
手
が
つ
け
ら
れ

ず
、
韓
国
で
大
手
術
を
受
け

る
。
リ
ハ
ビ
リ
と
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
重
ね
、
重
傷
を
負
っ

て
か
ら
１０
カ
月
後
、
ア
ン
ナ

プ
ル
ナ
の
登
頂
に
成
功
し

た
。
０７
年
５
月
、
４
度
の
挑

戦
の
末
成
功
し
た
ロ
ー
ツ
ェ

シ
ャ
ー
ル
を
最
後
に
、
８
０

０
０
�
峰
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は

終
わ
っ
た
。
４７
歳
だ
っ
た
。

厳
さ
ん
は
０８
年
５
月
２８
日

に
厳
弘
吉
ヒ
ュ
ー
マ
ン
財
団

を
設
立
。
１０
年
に
、
エ
ベ
レ

ス
ト
の
４
０
６
０
�
に
あ
る

パ
ン
ボ
チ
ェ
と
い
う
村
に
第

１
号
の
学
校
を
建
設
し
た
。

こ
こ
は
８６
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト

登
山
の
と
き
に
亡
く
な
っ
た

シ
ェ
ル
パ
の
故
郷
だ
。
こ
れ

ま
で
１１
校
を
建
設
。
「
１６
座

の
登
頂
に
成
功
し
た
の
で
、

１６
の
学
校
を
作
る
の
が
私
の

人
生
の
挑
戦
で
あ
り
目
標
、

夢
で
す
」

韓
国
を
代
表
す
る
Ｋ
―
Ｐ

Ｏ
Ｐ
男
性
５
人
組
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｇ
」
が
デ
ビ
ュ
ー
し

て
か
ら
１０
周
年
を
迎
え
た
。

韓
国
や
日
本
を
は
じ
め
、
世

界
で
驚
異
的
な
人
気
を
集

め
、
経
済
効
果
だ
け
で
な
く

韓
国
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
も
牽
引
し
て
き
た
。
記

念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
様
々
な

企
画
を
予
定
し
て
い
る
が
、

そ
の
一
環
と
し
て
製
作
さ
れ

た
映
画
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｇ

Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ
」が
６
月
３０
日
、

韓
国
で
一
斉
に
封
切
ら
れ

た
。
日
本
で
は
６
月
２８
日
に

先
行
上
映
会
、
７
月
２
日
か

ら
全
国
の
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ

系
な
ど
で
期
間
限
定
公
開
さ

れ
て
い
る
。

同
作
は
、
昨
年
４
月
か
ら

今
年
３
月
ま
で
世
界
１３
カ
国

・
地
域
３２
都
市
６６
公
演
で
約

１
５
０
万
人
を
動
員
し
た
２

度
目
と
な
る
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア

ー
「
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ
」
を
追
っ
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

で
、
メ
ン
バ
ー
の
要
望
に
よ

り
、
公
演
前
の
ス
テ
ー
ジ
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
姿
、
待
機
時

間
に
ふ
ざ
け
合
う
姿
、
ス
テ

ー
ジ
後
、
へ
と
へ
と
に
な
っ

て
横
た
わ
る
姿
な
ど
、
意
図

や
設
定
の
な
い
あ
り
の
ま
ま

の
素
顔
を
捉
え
て
い
る
。

映
画
の
中
で
メ
ン
バ
ー
は

所
属
事
務
所
と
の
契
約
更
新

や
兵
役
を
控
え
た
心
境
な
ど

も
率
直
に
語
っ
て
い
る
。

１０
代
は
じ
め
に
練
習
生
に

な
っ
た
Ｇ
―
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｎ

は
所
属
事
務
所
を
「
家
」
と

表
現
。
家
を
出
る
こ
と
は
考

え
た
こ
と
が
な
い
と
契
約
更

新
の
理
由
を
説
明
し
た
。

メ
ン
バ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
で

一
番
年
上
の
Ｔ
・
Ｏ
・
Ｐ
は
、

全
員
が
意
見
一
致
し
て
契
約

更
新
に
臨
ん
だ
と
伝
え
た
。

彼
は
兵
役
の
た
め
来
年
入
隊

す
る
予
定
で
、
他
の
メ
ン
バ

ー
も
相
次
い
で
入
隊
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
５
人
全
員
で

の
活
動
が
し
ば
ら
く
で
き
な

く
な
る
の
は
残
念
だ
と
明
か

し
た
。
こ
の
こ
と
も
あ
り
、

メ
ン
バ
ー
た
ち
に
と
っ
て
ワ

ー
ル
ド
ツ
ア
ー
は
深
い
意
味

を
感
じ
て
い
た
。

Ｔ
・
Ｏ
・
Ｐ
は
「
ど
ん
な

人
に
も
存
在
す
る
理
由
が
あ

る
と
し
た
ら
、
僕
た
ち
５
人

は
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｇ
に
な
る

た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
た
。

同
作
は
２
Ｄ
バ
ー
ジ
ョ
ン

の
ほ
か
ス
ク
リ
ー
ン
Ｘ
バ
ー

ジ
ョ
ン
も
製
作
。
韓
国
の
複

合
型
映
画
館
大
手
「
Ｃ
Ｊ

Ｃ
Ｇ
Ｖ
」
と
韓
国
科
学
技
術

院
（
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
が
世
界

に
先
駆
け
て
開
発
し
た
も
の

で
、
２
７
０
度
の
３
面
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
像
を
映
し
出
す

多
面
上
映
シ
ス
テ
ム
。
コ
ン

サ
ー
ト
会
場
に
い
る
か
の
よ

う
な
臨
場
感
を
味
わ
え
る
。

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

映画公開を前にＶＩＰ試写会で会見する
ＢＩＧＢＡＮＧの５人（６月２８日ソウル）

チェさんが改修している家の軒先に
吊るされた生活用具

来
月
、
ソ
ウ
ル
で

記
念
コ
ン
サ
ー
ト

８
月
２０
日
に
は
ソ
ウ
ル
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
競
技
場
で
デ

ビ
ュ
ー
１０
周
年
記
念
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
す
る
。
所
属
事

務
所
の
Ｙ
Ｇ
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
が
６
月
２９
日
に
発

表
し
た
。
０６
年
の
デ
ビ
ュ
ー

当
時
か
ら
最
近
の
ヒ
ッ
ト
曲

ま
で
を
披
露
す
る
。
メ
ン
バ

ー
自
ら
が
企
画
に
参
加
し
、

多
彩
な
演
出
と
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
イ
ベ
ン
ト
で
フ
ァ
ン

を
楽
し
ま
せ
る
と
い
う
。
チ

ケ
ッ
ト
は
７
月
１４
日
午
後
８

時
か
ら
韓
国
予
約
サ
イ
ト
の

「
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
・
チ
ケ
ッ

ト
」
で
販
売
さ
れ
る
。

◆韓国古陶磁探求陶人展
８月６～１４日。骨董＆ギャラ

リー「川口美術」（京都・左京
区）。１１～１８時。会期中無休。

茶器や花器など韓国の陶磁と
焼き物を研究する日本の陶人た
ちの展覧会。

問い合わせは同ギャラリー（０
７５・７８１・３５１１）。

◆韓国伝統音楽公演「東京風流」
２４日。日暮里ＡＲＴ ＣＡＦＥ

百舌（東京・荒川区）。１５時開演。
予約３０００円、当日３５００円。

出演は打緑琴Ta Yeon Geum
（李昌燮、朴善英）、朴根鐘さん

ほか。
問い合わせは民族音楽院（０３

・３２２３・５０６６）。
◆シリーズ第４弾 日野原重明
プロデュース「ベー・チェチョ
ルコンサート」

３１日。東京オペラシティコン
サートホール（東京・新宿区）。１３
時３０分開演。Ｓ席６５００円、Ａ席
５５００円。申込みはヴォイス・フ
ァクトリイチケットデスク（０３
・３２３０・７７７０）。

〈１部〉日野原重明スペシャ
ルトーク。〈２部〉ベー・チェ
チョルコンサート。曲目はナッ
ト・キングコール「スターダス
ト」、フランク・シナトラ「マイ
ウェイ」、美空ひばり「悲しい
酒」「川の流れのように」ほか。

問い合わせは同チケットデス
ク。

韓
国
語
・
日
本
語
通
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

映
画
ロ
ケ
５
日
間

韓
国
・
釜
山
の
東
西
大
学

は
、
こ
の
夏
、
千
葉
・
東
金

市
の
城
西
国
際
大
学
の
学
生

と
共
同
で
映
画
を
制
作
す

る
。
撮
影
中
の
韓
日
ス
タ
ッ

フ
の
た
め
の
韓
国
語
・
日
本

語
の
通
訳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
る
。

作
品
は
、
１
９
３
０
年
代

に
済
州
島
か
ら
千
葉
県
鴨
川

に
や
っ
て
き
た
海
女
と
、
そ

の
血
を
受
け
継
い
だ
女
子
大

生
と
釜
山
か
ら
の
留
学
生
を

中
心
に
１
０
０
年
に
わ
た
る

家
族
の
つ
な
が
り
を
描
く
。

〈
撮
影
期
間
〉
８
月
３
～

７
日
（
５
日
間
）
〈
場
所
〉

千
葉
県
鴨
川
市
周
辺〈
条
件
〉

宿
泊
、
食
事
の
提
供
、
住
ま

い
か
ら
鴨
川
ま
で
の
交
通
費

提
供
（
千
葉
県
、
東
京
、
埼

玉
な
ど
に
限
る
）
。
撮
影
中

は
大
学
負
担
で
保
険
加
入
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ご
希
望

の
方
は
、
（nikkanm

ovi
eproject.jiu

@
gm

ail.
com

）
に
住
所
、
名
前
、

年
齢
を
記
し
て
連
絡
。
今
月

２１
日
締
切
。

古
い
町
に
新
し
い
息
吹
き
を

ササ
ララ
ムム
賛賛
歌歌

仁仁
川川
発発

戸戸
田田
郁郁
子子

１１

セッテ博物館館長 チェ・ホンギュさん

BIGBANGデビュー１０周年

映画「MADE」公開
全国のＴＯＨＯシネマ系で

高
齢
生
徒
も
は
つ
ら
つ

第
３
回

国
際
伝
統
文
化
フ
ェ
ス

婦人会東京

８８００００００
メメ
ーー

トト
ルル

峰峰
１１６６
座座
完完
登登
のの
厳厳
弘弘
吉吉
ささ
んん

映画「ヒマラヤ」のモデル

友
と
の
絆

失
え
ぬ

過
酷
な
遺
体
収
容
に
一
丸
で

（６）２０１６年７月１３日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２８４４号
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